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第一節  成立の背景 
 ここでは、第二章以下で検討されるシュタイナー（教育）思想をめぐる「教育学」「科学」
「哲学」の各議論に先立ち、シュタイナー教育思想の成立とその萌芽的原理について自伝的経











前に感じていた「可視の事物（Dinge, die man sieht）」（感覚世界 die sinnliche Welt）と「不可視






















































































Johann Friedrich）、シラー（Schiller, Johann Christoph Friedrich）、ブレンターノ（Brentano, Franz 
Clemens Honoratus Hermann）の思想と格闘している。とりわけ、かれは、シラーによる『人間の
美的教育に関する書簡（Briefen über die ästhetische Erziehung des Menschen）』について、そこで
描かれる心の内的な作用と活動がかれ自身のイメージと共有できる部分が多いとし、強い関心
を寄せている。この著作においてシラーは、人間と世界とがかかわる二種類の意識状態、つま
り、感覚・衝動が生を外から規定する「自然の強制（die Nötigung der Natur）」と呼ばれる状態
と、理性の論理的法則に服して生きる「精神の必然性（eine geistigen Notwendigkeit）」と称され
る状態とを区別する 10)。その上でシラーは、人間が、それらの外から規定に支配されず高みに
至る「中間的な意識の状態（ein mittlerer Bewußtseinszustand）」 11)を自己のうちに開発できると
考えている。それが、かれの言う「美的気分（ästhetische Stimmung）」12)である。しかも、そう
した高みと重なりをもつ中庸的な意識状態としての美的気分を醸成するためには、欲求･衝動



























・マイレーダー（Mayreder, Rosa）と知り合い、彼女の作品に、「個人的な生の発展（ individuelle 
Lebensentfaltung）」や「客観世界への専心的（無私）な没入（hingebende Vertiefung in die objective 
Welt）」という調和的人間形成の形とエッセンスをみてとることになる（ただし、認識射程を、
科学的見方から純粋な精神世界の体験にまで拡張するシュタイナーの主張は、彼女には受け入
れがたいものとされた） 19)。  
さらに、1896 年、ワイマールでゲーテ全集の編纂を終えたシュタイナーは、翌 1897 年にベ
ルリンに移動し、1900 年まで『文芸雑誌（Magazin für Literatur）』の編集にあたる。その間、
































































理と科学（Wahrheit und Wissenschaft）』の序文（1891 年 12 月初旬）において感謝の念でもって









Wilhelm ） や ヘ ッ ケ ル （ Haeckel,Ernst Heinrich Philipp August ） を は じ め 、 ブ レ ン タ ー ノ
（Brentano,Franz）、シェーラー（Scheler,Max）、カンディンスキー（Kandinsky,Wassily）、シュ







の教育（Die Erziehug des Kindes vom Standpukt der Geisteswissenschaft）」（1906.12.1)やベルリン
での「精神科学の観点からみた学校問題（Schulfragen vom Standpunkt der Geistsewissenschaft）」
（1907.1.24 )等の公開講演からである。これらの速記録は、「わたしたちの時代における超感
覚的なものの認識（Die Erkenntnis des Übersinnlichen in unserer Zeit）」と題して他の講演録とい














Freiheit dem Geistesleben）」、「法生活にとっての平等（die Gleichheit dem Rechtsleben）」、「経
済生活にとっての友愛（die Brüderlichkeit dem Wirtschaftsleben）」という三原則のもと有機的に




自由）を説くデューリング，Ｅ .（Dühring, Eügen）やサンティーブ・ダルヴェードル（d'Alveydre, 
St.Yves） 30)、社会的行為の三部門（「経済・支配・教育行為」）を区別し、とりわけ教育行為
の意義に「他律から自律に導くこと」をみるナトルプ，Ｐ．（Natorp, Paul Gerhard）31)、そして、




く創設された経済事業体「来たるべき日（der Kommende Tag AG.）」の出版活動と直接的な重な
りをもち、シュタイナー派の関心と受容が確認される。具体的に、その関係は、『善の基礎づ
け（Die Rechtfertigung des Guten）』（Der Kommende Tag A.G Verlag, Stuttgart 1898)をはじめとする
かれの主要著作への注目やドイツ語版選集（1921 年）の出版として形をなし、それらはシュタ
イナー派の哲学・人智学叢書のうちに位置づけられている。実際、シュタイナー自身、これらの
思想や社会理論に共鳴し、そのドイツ語版「ソロヴィヨフ選集」第 3 巻『神人性についての 12 講
（Twölf Vorlesungen über das Gottmenschentun）』（Köhler(Hrsg): Wladimir Solovyeff Ausgewählte Werke  








来の生活にとって急務の社会問題の核心(Die Kernpunkte der sozialen Frage in den 
Lebensnotwendigkeiten der Gegenwart und Zukunf )』（1919)の公刊、フィヒテの「ドイツ国民に告
ぐ（Reden an die Deutsche Nation）を彷彿させる「ドイツ国民と文化世界へ！（An das deutsche 
Volk und an die Kulturwelt!）」というメッセージの発信、社会三層化同盟の設立（作家のヘルマ
ン・ヘッセ［Hesse, Hermann］やハイデルベルク大学のハンス・ドリーシュ［Driesch, Hans：吉田
熊次の思想に影響］らの支援）を経て、本格的な社会三層化運動として展開されていく 34)。  
そして、その運動のうち、精神生活の自由（教育はこの精神文化領域に含まれる）を実現す













学校建設予定地とした。そして、5 月 13 日には、ヘイマン文部大臣によって、ヴュルテンベ
ルク州の学校法に基づき、暫定的ではあるがシュタイナー学校（ヴァルドルフスクール）は統
一学校（Einheitsschule）としての設立を認可されたのである。  




基礎としての普遍教育学(Allgemeine Menschenkunde als Grundlage der Pädgogik)』（1919 
GA293)、『教育術－方法論的・教授法的観点(Erziehungskunst, Methodisch-Didaktisches)』
（1919 GA294)、『教育術－演習協議とカリキュラム講演(Erziehungskunst, 















が開始される 36)。創立当初の学校は、12 人の教師、8 クラス 256 人の生徒で構成され、5 年後







外を含め 16 校にまで、その数は拡張していた 37)。  
11 - 
第二節 自由への教育・教育術としてのシュタイナー教育  































































（ Intuition）へと達するとされる。そして、この「直観的思考体験（ intuitives Denkerlebnis）」
のもとで実現される思考こそが「精神の自由」を真にもたらす、「感覚から自由な思考
































































































幼児期（0－7 歳）と第二次性徴期までの児童期（7－14 歳）と青年期（14－21 歳）と成人期（21
歳以降）といった成長区分に対応して、以下の図（Die Erziehung zur Freiheit）のように整理する
































Die Erziehung zur Freiheit（自由への教育）         
0 歳  ［物質的身体（Physischer Körper）の育成］         【  特  徴  】 
      思考・感情・意志                    ・模倣（言葉×、周囲の環境） 
                                                    ・世界は倫理的（善） 
           まだ記憶力を司るエーテル体は包まれたまま  ・意志の教育（没入体験） 
                            (Ätherleib)                ・創造的想像力の育成 
 
7 歳     思考の解放        ［エーテル体の育成］       ・権威（信頼と畏敬） 
      （芸術的思考）       イメージ的記憶、気質         ・世界は美しい（美） 
                         繰り返し、リズム、身体知の有効性  ・感情の教育（芸術的方法） 
                                                  比喩や象徴による伝達 
                                                      ゲーテ的自然・生命認識 
 
14 歳  感情の解放                                    ・自分自身の判断によって                          
自己と世界との関係を決定 
                         ［アストラル体の育成］      ・世界は真実である（真） 
      （抽象的・           （Astralleib） 
    論理的思考）        共感・反感 
                           悟性による認識：7～14 歳までに記憶していた知識を改めて概念的にとらえ
直し、それについて判断する。                    
14 歳前の判断は本来、悟性の力が十分でない                              
 
                                                    畏敬  →  自分自身の判断  
                                                     他の人の意見に耳を傾ける態度 
                                  主張する前に、まず十分に学ぼうとする姿
16 - 
勢を身につける                                          
                                  対立する見解に出会う→よりよい意見の可
能性がある                                                
21 歳 意志の解放 
           精神我 Geistesselbst   (als verwandelter Astralleib)  
生命精神 Lebensgeist    (als verwandelter Lebensleib) 
                      精神人 Geistesmensch  (als verwandelter physischer leib) 
                       一元化 
                        思考：感覚から自由な思考 
            感情：献身的普遍的な愛 











の τεχνη（ techné）やラテン語の ars に由来し、古来、中間世界において不可視な本質を象徴的・


































































































































































































































































































































































  ６）統一学校運動 
   ⅰ）徹底した統一学校モデルとして 














Grundschule, die unerläßliche Bedingung der wahren Einheitsschule. In: Deutschen Lehrervereins(Hrsg.): 







































































































































































































































































































































リスト教理解や宇宙論への批判(Paulsen, F. 1919)、さらには、  ｢混ざりものの寄せ集め｣ 
(Oppolzer, S. 1959)、  ｢世界観学校｣ (Prange, K. 1985／Krämer, Franz Josef 1987)、  ｢見霊者の幻
想｣ (Treml, A. K. 1987)、  ｢合理化された神秘主義としての科学｣  (Ullrich, H. 1988)、「オカル










































































































































を主張する立場                       ［教育科学の主張］ 
 二、経験科学的な端緒や精神科学の発展をシュタイナー教育思想のうちにみるものの、実践
の有効性支持に移行する立場            ［プラグマティズム的な主張］ 
 三、所与の知覚に基づく観察と超感覚的な思考を通しての直観という認識の二重性を区別し







 『論争におけるヴァルドルフ教育 教育科学による批判の分析（Waldorfpädagogik in der 
37 - 






な教育学（Pro und Contra Waldolfpädagogik. Akademische Pädagogik in der Auseinandersetzung mit 
der Rudolf Stierner Pädagogik）』（1987）の編者であるハンスマン（Hansmann,O）もまた、従
来の固定した科学基準を超え、現象の有機的連関や生成発展をその一回性や選択性においても
研究するという方法論的枠組みが要請されるだろう、と同様の指摘をしている 20)｡ 






























































































連関や生成発展をそ の一回性や選択性に おいて研究する学問 的枠組み

















































































Schriften)』（Einleiungen zu Goethes Naturwissenschaftlichen Schriften . In:unter der Leitung von 
Kürschner,J.: Deutschen Nationalliteratur. 1883-1897）への序文、ならびに、その 4 年後の 1886 年
に処女作『ゲーテ的世界観の認識論要綱（Grundlinien einer Erkentnistheorie der Goetheschen 
Weltanschauung）』（1886）として結実し、ゲーテ研究者として高い評価を得ることになる。 
 そうしたゲーテ研究につづき純粋哲学的なアプローチとしてはじめて示されたのが『真理と
科学（Wahrheit und Wissenschaft）』（1892）である。この著作は、かれが 1891 年（30 歳のと
き）に、ロストック大学哲学部に提出した博士論文をベースに加筆・修正したものである（当
時の原題は、『認識論の根本問題－主にフィヒテの知識学を顧慮して（Die Grundfrage der 





アーの意志の哲学を発展させたハルトマン（Karl Robert Eduard von Hartmann：1842-1906）とそ
の哲学が意識されていることも理解される。また、副題に付された“Vorspiel einer Philosophie 
der Freiheit”という表記から、二年後に出版が予定されていた哲学上の主著『自由の哲学
（Die Philosophie der Freiheit）』（1894）への序章という本書の位置づけが判明する。『自由
の哲学』以降の著作は、これまでの認識論の成果を論拠に、大きくは、個別の思想家研究、神
秘主義的世界観、教育、芸術、福祉、社会制度改革、哲学史、医療、農業など実践を含む多方

















































































『純粋理性批判（Kritik der reinen Vernunf t）』（1781）から概説しておこう。 
 カントは、表象を通した認識の判断パターンを、「分析的判断（analytische Urteile）」と「総
合的判断（ synthetische Urteile）」とに区別する 12)。 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































und Wissenschaft. Vorspiel einer “Philosophie der Freiheit”』(1892) において、「尊敬の念を込めて
この本を捧げる」と冒頭で名前を明記し、つづく『自由の哲学（Philosophie der Freiheit）』（1894）
ではカント的認識論の克服をめざした人物として、どの哲学者よりも多く引用したハルトマ






をめざしていた。シュタイナーが献呈した前掲の本（1892 年）に対して、かれは、翌 1893 年































































































































































 ①事物はその状態において持続的（kontinuierlich）か断続的（ intermittierend）か 




































































































  フィヒテは、シュタイナーが博士論文（ Die Grundfrage der Erkenntnistheorie mit besonderer 
Rücksicht auf Fichtes Wissenschaftslehre『認識論の根本問題－主にフィヒテの知識学を顧慮して』
1891 年）の主題とした哲学者である。シュタイナーは、フィヒテについて、カントの後継者た
ちのなかでも、「あらゆる学問の基礎は意識の理論のうちにのみあり得るということを最も生
き生きと感じとった哲学者」 18)として高く評価している。  













































 まず、フィヒテがとる前者の純粋概念を取り出す方法は、1794 年の Grundlage der gesamten 






 その三原則とは、「自我は根源的に端的におのれの存在を定立する(Das Ich setzt ursprünglich 
schlechthin sein eignes Sein）」21)という第一原則、さらに、「絶対確実に、自我に対して、端的
に非我が反定立するであろう(so gewiss wird dem Ich schlechthin entgegengesetzt ein Nicht -Ich)」 22)
68 - 
という第二原則、そして「自我は自我の内で、可分的自我に対して可分的非我を反定立する (Ich 
setze im Ich dem teilbaren Ich ein teilbares Nicht -Ich entgegen)」 23)とする第三原則である。これらの
命題を、フィヒテは総合の学としての知識学の基礎命題としたのである。 
  つぎに、後者の自己観察（Selbstbeobachtung）的な方法は、フィヒテの 1797 年の著作 Ersten 































































































































































































学 で お こ な っ た 、 内 的 な 感 覚 の 拡 大 問 題 に 関 す る 講 義 録 Einleitungsvorlesungen in die 











































































このことは、ヘーゲル著『哲学史講義(Vorlesungen über die Geschichte der Philosophie)』 (1833)に
おける新プラトン主義哲学に関する記述へのシュタイナーの註解によっても裏づけられる 48)。
シュタイナー自身、『近代の精神生活のはじまりにおける神秘主義と現代の世界観との関係 (Die 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































るために、科学哲学上の三つの問いをあげている 15)。  
 
［科学哲学の三つの問い］ 
  一、何が存在するのか。あるいは、何が実在の本質なのか。 
 二、存在するものをわたしたちはどのようにして知るのか。あるいは、何が知識を構成する
のか。 









に整理する 16)。  
 
［西洋的思考の三つのパラダイム］                                           




生気論(Vitalism) 二元論 主観的 現象学的 目的論的 形而上学的 ゼロエントロピー的 
機械論 (Mechan i sm) 二元論 客観的 経験的 決定論的 還元主義的 エントロピー的 
全体論(Holism) 一元論 相互  
作用的 
類比的 確率論的 構造的 負エントロピー的 








































































































































































































































い。つまり、かれはたしかに平凡な人間ではなかったということを」 3）。  
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- 94 - 
（溝井高志訳『ゲーテの世界観』晃洋書房、 1995 年）  
GA7(Tb623)： Die  Myst ik  im Aufgange  des neuze i t l ichen Geis tes lebens und  ih r  Verhä l tn is  
zur  modernen  Wel tanschauung ,  Dornach  1993［ 1901］ .  
（『新たな時代の精 神生活における黎明 期の神秘主義と現代 的世界観とその関
係』）  
GA8(Tb619)： Das Chr is ten tum a ls  myst i sche  Ta tsache ,  1989［ 1902］ .  
（西川隆範訳『神秘的な事実としてのキリスト教と古代の秘儀』アルテ星雲社、2003
年）  
GA9(Tb602) ： Theosophie .  E inführung  in  übers inn l iche  Wel te rkenntn is  und 
Menschenbes t immung,  Dornach 1904［ 1987］   
（高橋巌訳『神智学』イザラ書房、 1990 年［ 1988 年］）  
GA10(Tb600)： Wie er lang t  man  Erkenntn isse  der  höheren  Wel ten ,  Dornach  1982［ 1904］ .  
（高橋巌訳『いかにして超感覚的世界の認識を獲得するか』イザラ書房、1990 年
［ 1988 年］）  
GA13(Tb601)： Die  Geheimwissenschaf t  in  Umriß ,  1989［ 1909］ .  
（高橋巌訳『神秘学概論』筑摩書房、1998 年／石井良・樋口純明訳『神秘学概論』
人智学出版社、 1990 年［ 1982 年］  ）  
GA16 (Tb602)： Ein  Weg zur  Se lbs te rkenntn is  des  Menschen .  In  ach t  Medi ta i ton ,  1982
［ 1912］ . （『人間の自己認識への道  八つのメディテーション』）  
GA17 (Tb602)： Die Schwel le  der  ge is t igen Wel t ,  1987［ 1913］ .  
（西川隆範訳『霊界の境域』水声社、 1985 年）  
GA18(Tb610) ： Die Rätse l  der  Ph i losophie  in  ihre r  Gesch ich te  a ls  Umriss  darges te l l t ,  
Dornach  1985［ 1914］ .  
（山田明紀訳『哲学の謎』水声社、 2004 年）  
GA20(Tb638)： Vom Menschenrä tse .  Ausgesprochenes  und  Unausgesprochenes  im Denken ,  
Schauen ,  S innen e iner  Re ihe deu tscher  und ös te r re ich ischer  Persön l ichke i ten ,  Dornach 
1984［ 1916］ .  
  （『人間の謎について』）  
GA21(Tb637)： Von See lenrä tse ln .  Anthropolog ie  und  Anthroposophie ,  Max Desso i r  über  
Anthroposophie ,  Franz  Bren tano (E in  Nachruf ) .  Sk izzenhaf te  Erwei terungen ,  Dornach 
1983［ 1917］ .  
 （『魂の謎について』）  
GA23(Tb606) ： Die  Kernpunkte  der  soz ia len  Frage in  den  Lebensnotwendigke i ten  der  
Gegenwar t  und  Zukunf t  ,  Dornach  1976［ 1919］ .  
（高橋巌訳『現代と未来を生きるのに必要な社会問題の核心』イザラ書房、 1991
年）  
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GA24(Tb667)： Aufsä tze  über  d ie  Dre ig l iederung  des  soz ia len  Organismus  und zur  Ze i t lage 
1915-1921,  Dornach  1982［ 1921］ .  
  （『時代状況に応える社会有機体の三層化についての論集』）  
GA26：Anthroposophische  Le i t sä tze .  Der  Erkenntn isweg der  Anth roposophie  -  Das  Michae l -
Myste r ium,  Dornach  1989［ 1924/1925］ .   
（西川隆範訳『人智学指導原則』水声社、 1992 年）  
GA27(Tb701) ： Grundlegendes  fü r  e ine Erwei te rung der  Hei lkuns t  nach 
ge is teswissenschaf t l ichen  Erkenntn issen ,  Von Dr.Rudolf  S te iner  und Dr . I ta  Wegman,  
Dornach  1991［ 1925］ .  
（『精神科学的な認識に基づく治療術の拡張のための基礎づけ』）  
GA28(Tb636)：Mein  Lebensgang .  E ine  n ich t  vo l lende te  Autob iographie ,  mi t  e inem Nachwor t  
herausgegeben  von  Mar ie  S te iner ,  Dornach  1990［ 1925］ .  
 （伊藤勉／中村康二訳『シュタイナー自伝Ⅰ』人智学出版社、 1987 年［ 1982 年］、
『シュタイナー自伝Ⅱ』ぱる出版、 2001 年）  
GA38： Briefe ,  Bd .Ⅰ ,  Dornach  1881 -1890 ,  Dornach  1985［ 1890］ .  
（『書簡  1881-1890 第一巻』）  
GA39： Briefe ,  Bd .Ⅱ ,  Dornach  1890 -1925 ,  Dornach  1985［ 1890］ .  
 （『書簡  1890-1925 第二巻』）  
GA108： Die Prak t ische Ausbi ldung des  Denkens.  Dre i  Vor t räge.  S tut tgar t  1998［ 1909］ .  
GA115： Anthroposophie  –  Psychosophie  –  Pneumatosophie ,  Dornach 1931 .  
  （高橋巌訳『人智学・心智学・霊智学』筑摩書房、 2007 年）  
GA217： Die Erkenntn is -Aufgabe  der  Jugend ,  Dornach  1981［ 1922］ .  
 （『青年期の認識課題』）  
GA293(Tb617)： Allgemeine  Menshenkunde a ls  Grundlage  der  Pädagogik .  Dornach 1993
［ 1919］ .  
 （新田義之訳『教育の基礎としての一般人間学』人智学出版社、1989 年［ 1980 年］） 
GA294(Tb618)： Erz iehungskuns t ,  Methodisch -Didakt isches  (Ⅱ ) ,  Dornach  1990［ 1919］ .  
（坂野雄二・落合幸子訳『教育術』みすず書房、 1990 年［ 1986 年］）  
GA295(Tb639) ： Erz iehungskuns t ,  Seminarbesprechungen  und  Lehrp lanvotrage  ( Ⅲ ) ,  
Dornach  1985  
（高橋巌訳『教育芸術２－演習とカリキュラム』筑摩書房、 1993 年［ 1989 年］）  
GA298(Tb671)： Rudolf  S te iner  in  der  Waldorfschule ,  Dornach  1980［ 1919-1924］ .  
 （『ヴァルドルフ学校におけるルドルフ・シュタイナー』）  
GA307： Gegenwär t iges  Geis tes leben  und  Erz iehung ,  Dornach  1986［ 1923］ .  
       （佐々木正昭訳『現代の教育はどうあるべきか』人智学出版社、 1985 年）  
GA332a(Tb631)： Sozia l  Zukunf t .  Dornach  2000［ 1919］ .  
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  （『社会の未来』）  
Tb137 ： Der Mensch  im Lich te  von Okkul t i smus ,  Theosophie  und Phi losophie ,  Zehen 
Vor t räge,  geha l ten in  Kr is t ian ia (Oslo)  vom 2.  b is  12 .  4 .  Auf lage Gesamtausgabe ,  
Dornach  1973［ 1912］ .  
 （『オカルティズムの光に立つ人間』）  
Tb658：Die  Erz iehug des  Kindes  vom  Ges ich tspukte  der  Geis teswissenschaf t ,  Dornach  19 88.  
(Aus  GA34:  Luc i fe r -Gnos is  und  GA36:  Die  Goetheanumgedanke inmit ten  der 
Kul tu rkr is i s  der  Gegenwar t ,  19 06 .  
（高橋巌『精神科学の観点からの子供の教育』イザラ書房、 1991 年［ 1985 年］）  
 
 
B)それ以外の原文著作（略号をそれぞれ「 GM」「 NM」「 PD」とする）  
GM ： Goethe  und  Mediz in.  In :  Arbei ts fe lder  der  Anthrosophie  Mediz in  ud  Pädagogik ,  
Dornach  1985 .   
NM： Organishe  Naturwissenschaf ten und Mediz in .  In :  Arbei ts fe lder  der  Anthroposophie  
Mediz in  und  Pädagogik ,  Dorach 1985 .  
PD： Die P rak t ische  Ausbi ldung des  Denkens .  Dre i  Vor t räge.  S tu t tgar t  1998.   
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１） ド イツ のマッ クス ・プラ ンク 研究所 は 、 総合学 校（ Ge s a mt s c h u l e）であ るシ ュタイ ナー 学校
と、普 通科 進学コ ース である ギム ナジム 学校 とのア ビト ゥア試 験の 結果を 比較 してい る。 それ
によれ ば、 両学校 群は 、同等 レベ ルか年 度に よって はシ ュタイ ナー 派の学 校が 高い場 合も 見受
けられ る。 Le b e r S t e fa n ,  D i e  W a l d o r f s ch u l e  i m  g e s e l l s ch a f t l i ch en  U m f e l d .  S tu t t g a r t  1 9 8 2 ,  S .4 0 . 
ドイツ にお ける学 校数 の変化 率は 、つぎ の論 文に依 拠し た。 S c h n e i d e r ,P .  E r k en n tn i s t h eo r i e  u n d  
an th ro p o so p h i s c h e  M e n s c h en k u n d e ,  Gr u n d l a g e  d e r  P r a x i s  d e r  Ru d o l f  S t e i n e r -P äd a go g i k .  In :  
H an s ma n n , O.  ( H r s g . ) : P ro  u n d  C o n t r a  Wa ld o l f - P ä d a g o g i k .  A k a d e mi s ch e  P ä d a g o g i k  i n  d e r  
Au s e in a n d e r s e t z u n g  m i t  d e r  Ru d o l f - S t e rn e r -P ä d a g o g i k .  Wü r zb u r g  1 9 8 7 ,  S .9 9 .  
２）『朝 日新 聞』 1993 年 4 月 19 日朝刊 ｡筆者 が調査 した オース トラ リアで も、州 立学 校の なかに
シュタ イナ ー教育 のク ラスが 置か れてい る。  
３） Bu n d  d e r  F r e i en  Wad o r f s c h u l en（ ed .） ,  W a ld o r f  Wo r ld  L i s t  2 0 1 5  Do rn a ch ,  2 0 1 4 ,  p .2 .  
４） 日 本へ のシュ タイ ナー教 育の 広がり につ いても 理論 と実践 の両 面から 概説 してお く。 わが国
におい ても 、この よう な世界 的な シュタ イナ ー学校 要請 の高ま りと 相まっ て、 子安美 知子 著
『ミュ ンヘ ンの小 学生 』  (1975)以 後、 一般 に 広 く知 られ るよう にな り、高 橋巌 ･弘子 、新 田 義
之 ･貴 代、西 川隆 範、 河 西善冶 等の 翻訳お よび 著作活 動、 長尾十 三二 、西平 直、 今井重 孝、 吉
田敦彦 、広 瀬俊雄 、吉 田武男 、天 野正治 、池 内耕作 、足 立望、 広瀬 綾子、 柴山 英樹等 の思 想 ･
方法 ･制度・ 教師 教育 ・ 教科に 関す る著作 ･論 文 により 教育 学上の 研究 も充実 して きてい る。 具
体的に はつ ぎの著 作・ 論文と して 著され てい く（筆 者の 論文は 除く ）。  
  シュ タイ ナー の思 想が 、戦 後、 わが 国の 西洋 教育 史の 通史 とし て載 せら れた 最初 のも のとし
て、長 尾十三 二『 西洋 教育史 』  (東 大出 版会 、 1978 年 )をあ げる こと ができ 、長尾 は他 に ｢滞 独
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サイク ル  ユング・ウ ィルバ ー・シュ タイ ナ ー』（ 東京大 学出 版会 、 1997 年 ）、「 知の 枠 組み
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タイナ ー教 育と日 本の 教育の 違い を考え る 」（ 前編・後篇 ）『結び 』（ 第 4･5 号、1995･96 年 ）、
「ルド ルフ・シュ タイ ナーと 倉橋 惣三」『東 京工芸 大学 紀要』（ V o l . 1 8 , No . 2、 1995 年）、「 シ
ュタイ ナー 教育と 創造 性」『 季刊ホ リス ティ ック教 育 』（第 5 号 、 1997 年 ）、「 シュタ イナ ー
の認識 論の 現代的 射程 」『ホ リステ ィッ ク教 育研究 』（第 1 号 、 1998 年）、「学 校と地 域社 会
の関 係－ シュ タイ ナー 学校 の場 合」 『中 間報 告書 Ⅱ（ 学校 と地 域社 会と の連 携に 関す る国 際比
較研究 ）』（ 国立教 育研 究所 、平成 6-10 年 度特 別研究 、1998 年 ）、「 ドイツ  着 実に普 及拡 大
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ック＝ ダル クロー スと の比較 考察 を通じ て 」『 教育哲 学研 究 』（ 第 91 号、2005 年 ）、『シ ュ タ
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げら れる 。シ ュタ イナ ー教 育を 体系 的に まと めた 初の 教育 学的 著作 とし ては 、広 瀬俊 雄の 『シ
ュタイ ナー の人間 観と 教育方 法』  (ミ ネルヴ ァ書房 、 1988 年 )が あげ られる ｡他に 広瀬 は、  ｢自
由ヴァ ルド ルフ学 校の 教育方 法の 理論一 文字 学習の 理論 を中心 に－ ｣  『教 育学研 究』 (第 51 巻
第 2 号、1984 年 )、『 ウ ィーン の自 由な教 育－ シュタ イナ ー学校 と幼 稚園 』(勁 草書房 、1994 年 )、
『生き る力 を育て る父 親と教 師の ための シュ タイナ ー教 育講座 』（共 同通信 社、1999 年）、『 教
育力と して の原語  シ ュタイ ナー 教育の 原点 』（勁草 書房、 2002 年 ）等に おいて 主と して 教育
方 法 学 の 立 場 か ら シ ュ タ イ ナ ー 教 育 を 読 み 解 い て い る ｡ま た 、 同 じ く 吉 田 武 男 も 方 法 論 の 立 場
より、  ｢シ ュタイ ナー におけ る幼 児期の 教育 方法論 の特 質 ｣  『 教育 方法学 会紀 要』  (第 10 巻、 
1984 年 )、  ｢シ ュタ イ ナー の教 育方 法論 の特 質一 発達 観と の関 係を 中心 とし て－ ｣  『 教育 学研
究』 (第 54 巻 第 2 号、1987 年 )、『 シュタ イナ ー教育 を学 びたい 人 の ため  基礎』（ 協同 出版 、
1997 年）、「シュ タイ ナー教 育に おける 道徳 教育の 方法 の基本 原理 」日本 道徳基 礎教 育学 会編
『道徳 教育 論集』（第 2 号、 1999 年）、「シ ュタイ ナー 教育か ら『 心の教 育』を 考え る」日本
道徳基 礎教 育学会 編『 道徳教 育研 究』（ 193 号 、 1999 年） 、「シ ュタ イナー 教育 の視点 から 見
た説 話法 －我 が国 の小 学校 にお ける 道徳 学習 の指 導法 の再 検討 －」 筑波 大学 道徳 教育 研究 会編
『筑波 大学 道徳教 育研 究会』（第 2 号、 1999 年）、「シュ タイナ ー 学校に おけ る道徳 教育 －算
数教材 で道 徳性－ 」筑 波大学 道徳 教育研 究会 編『筑 波 大 学道徳 教育 研究』 （第 3 号、 2002 年）
を著し てい る ｡また 、天 野正治 は制 度研 究の 中 でシュ タイ ナー 学校 を とりあ げ、  ｢自由 な学 校 -
西ドイ ツの 私立の 特色 ｣  『日 本経済 新聞 』  (197E 年 3 月 24 日号 )、  ｢西ドイ ツの 学校に みる 教
育と個 性の 問題《 オー デンヴ ァル ト校と 自由 ヴァル ドル フ学校 ≫ ｣  『学校 運営 研究』  (明 治図
書出版 、 1979 年 5 月 号 )に記述 して いる ｡さら に 、教師 教育に つい ては 、池内 耕作が「ヴァ ル ド
ルフ教 育を 支え る R.シ ュタイ ナー の教師 観」 『日本 教師 教育学 会年 報』（ 第 6 号、 1997 年 ）
や、 シュ タイ ナー 教育 の 各 教科 内容 に踏 み込 んだ 研究 とし て、 足立 望の 「シ ュタ イナ ー学 校に
おける 外国 語教育 －低 学年の 英語 教育を 中心 にして 」『日 本児 童英 語 教育学 会研 究紀要 』（ 22、
2003 年）や広 瀬綾 子の「自由 ヴァ ルド ルフ学 校の演 劇教 育－ド イツ の公立・私 立学 校の演 劇教
育の現 状を 踏まえ て－ 」『教 育学 研究 』（第 72 巻第 3 号、2005 年 ）、『演 劇教 育の 理論と 実 践
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の研究 ―自 由ヴァ ルド ルフ学 校の 演劇教 育』 （東信 堂、 2011 年 ）等 があげ られ る。  
  つ ぎに 、実 践面で の急速 な拡 がりに つい て紹介 して おこう 。幼 児教育 では 、 1983 年に 栃木県
の那須 みふ じ幼 稚 園が シュタ イナ ー幼稚 園と して開 設さ れたの をは じまり とし て、2001 年 には
日本 シュ タイ ナー 幼児 教育 協会 が発 足し 、現 在で は全 国に 50 を 越 える シュ タイ ナー 思想 に基
づく幼 稚園 が設立 され るにい たっ ている 。初 等・中 等教育 にお いて も、 1987 年に、まず 東 京シ
ュタ イナ ー・ シュ ーレ （新 宿） が無 認可 の形 で創 設さ れ、 その 後、 シュ タイ ナー 教育 への 国内
的な 関心 の高 まり に呼 応し て、 今日 では 北海 道、 栃木 、東 京、 京都 など の各 地に ＮＰ Ｏ法 人と
しての 学校 運営が 公的 に認可 され るにお よん でいる。なか でも、 2001 年に開 校した 京田 辺シ ュ
タイナ ー学 校は、 2010 年にユ ネス コ・ス クー ル とし て認 可され てい る。加 えて、日本初 の 東京
シュタ イナ ー・シュ ー レは、2004 年 3 月に 神 奈川県 の藤 野町に よっ て統合 後の 小学校 跡地 への
誘致 を受 け、 そこ での 新た な取 り組 みは 構造 改革 特別 区域 制度 によ る「 教育 芸術 」特 区と して
認定を 受け ている 。そ して、その学 校は 、同 年 11 月には シュ タイ ナ ー学園 と改 称し、わが 国で
初めて 学校 法人格 を得 ての学 校運 営が開 始さ れた。また 、同 じく 2004 年に発 足した 、シ ュタ イ
ナーの 描く 理想社 会の 実現を めざ す NPO 法人 「あし たの 国（モ ルゲ ンラン ト） 」まち づく りの
会が、千葉 県に 、「あ したの 国シ ュタイ ナー こども 園」（ 2005 年）とフリ ース クール「あ した
の国シ ュタ イナー 学園 」（ 2007 年）を 開校 し た。そし て、今 日、自 由ヴァ ルド ルフ学 校連 盟に
よる 2015 年 の“ Wa l d o r f  Wo r ld  L i s t” ( F r e u n d e  d e r  E r z i e h u n g s k u n s t  Ru d o l f  S t e in e r s , p p . 3 9 - 4 0 )によ
れば、 神奈 川県の 学校 法人シ ュタ イナー 学園 初等部 ・中 等部・ 高等 部 （ F u j in o  Wa ld o r f  S c h o o l）
が日本 ヴァ ルドル フ学 校連盟 校と して、ほか に、 NPO 法 人愛 知シ ュタ イナー 学校（ Ai c h i  S t e in e r  
Sc h o o l）、 NPO 法 人福 岡 シュタ イナ ー学園（ Fu k u o k a  S t e in e r  S ch o o l）、学校法 人北 海道シ ュタ イ
ナー学 園い ずみの 学校 （ H o k k a id o  S t e i n e r  S ch o o l  I z u mi  n o  Ga k k o） 、 NPO 法人京 田辺シ ュタ イナ
ー学校 （ K yo t an ab e  S t e i n e r  S ch o o l）、 NPO 法人 東 京賢治 シュ タイナ ー学 校 （ To k yo - K en j i  S t e in e r  
Sc h o o l）、 NPO 法人横 浜 シュタ イナ ー学園（ Y o k o h a ma  S t e i n e r  S ch o o l）が認可 校と して掲 載さ れ
ている 。  
現在、シ ュタ イナ ー教 育が社 会・共 産主 義国 や発展 途上 国にお いて も広が るな か、わ が国 で
も や っ と 学 校 法 人 と し て 公 的 に 認 可 さ れ 、 学 校 教 育 法 の も と で の 新 た な 展 開 が 期 待 さ れ て い
る。  
５ ） 矢野 智司 「シ ュタ イナ ーへ の道 ―宮 澤賢 治の 心象 スケ ッチ とい う通 路― 」教 育思 想史 学会編
『近代 教育 フォー ラム 』 16 号、 2007 年 、 171 頁。  
６ ） 本論 文と は別 の「 共通 言語 」的 アプ ロー チと して 、 西 平直 、今 井重 孝、 矢野 智司 の以 下の試
みがあ る。 筆者を 含め た 4 名に よる 、「 シュ タイナ ー教 育思想 の現 代的意 義を 問う」 （ 教 育思
想史学 会第 1 6 回 大会 コ ロキウ ム３、2006 年 9 月 18 日、日本 女子大 学目白 キャ ンパス）の 共
同発 表を 受け た成 果と して 、西 平直 「世 阿弥 の稽 古論 とシ ュタ イナ ー教 育の 秘密 －逆 説の 仕掛
け」、今井重 孝「現 代科 学の最 先端 とシュ タイ ナー－「 死せる 学問 」から「生 ける学 問へ 」」、
矢野 智司 「シ ュタ イナ ーへ の道 ―宮 澤賢 治の 心象 スケ ッチ とい う通 路― 」（ 衛藤 吉則 「「 垂直
軸」の 人間 形成モ デル として のシ ュタイ ナー 教育思 想」 ）が公 刊さ れてい る。 教育思 想史 学会  
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編『近 代教 育フォ ーラ ム』（ 16 号、 2007 年 、 163-173 頁）。  
７ ）人 智 学 的 認 識 論 と は 、シ ュ タ イ ナ ー の 独 自 の 思 想 で あ る 人 智 学（ An t h r o p o s o p h i e）に 基 づ く
認 識 論 を さ す 。「 人 智 学（ An r h r o p o s o p h i e）」と は 、ギ リ シ ア 語 の ἄ ν θ ρ ω π ο ς（ 人 間： a n t h o r o p o s）
と Σ ο φ ι α（ 叡 智 ： s o p h i a） ）を 組 み 合 わ せ た 語 で 、「 真 の 人 間 認 識 へ と 導 く 学 」と い う 意 味 を
も ち 、 か れ が 「 真 の 認 識 科 学 」 と よ ぶ 「 精 神 科 学 （ G e i s t e s w i s s e n s c h a f t） 」 に よ っ て 基 礎 づ け
ら れ る 。  
 
第 一 章   
１） シ ュタ イナー の自 伝的経 歴に ついて は、 主とし て、 St e in e r , R .  M e in  L eb en sg a n g ,  D o r n a ch  1 9 9 0
： Tb 6 3 6 [ 1 9 2 5： G A2 8 ]（ 伊藤勉 、中 村康二 訳『 シュタ イナ ー自伝 Ⅰ』 人智学 出版 社、 1 9 8 7 年 ）
を参照 し、 Lin d er b er g ,  Ch r i s to p h ,  S t e i n e r  (1 8 6 1 - 1 9 2 5 ) .  In :  S ch eu e r l ,  H an s  ( Hr s g . )  ,  Kl a s s i k e r  d e r  
Pä d a g o g i k  Ⅱ  Vo n  Ka r l  Ma r x  b i s  J ea n  P ia g e t .  Mü n ch e n  1 9 9 1 [ 1 9 7 9 ] ,S .1 7 0 - S .1 8 2 で補っ た。  
２） Tb 6 3 6 ,  S .1 7 邦 訳  2 2 頁。  
３） E b en d a .  
４） a . a . O . ,  S .2 2 邦訳 2 8 頁。  
５） a . a . O . ,  S .3 1 邦 訳  4 0 -4 1 頁。  
６） G A3 8 ,  S .1 3  
７） Tb 6 3 6 ,  S .7 4   邦訳 9 9 頁。  
８） a . a . O . ,  S .4 7   邦訳 6 2 頁 。  
９） a . a . O . ,  S .1 1 6 邦訳 1 5 6 頁。  
1 0） a . a . O . ,  S .5 2 邦訳 6 8 頁 。  
1 1） E b en d a .  
1 2） E b en d a .  
1 3） a . a . O . ,  S .5 3 - S .5 4   邦訳 6 9 頁。  
1 4） a . a . O . ,  S .5 3   邦訳 6 8 頁。  
1 5） E b en d a .  
1 6） E b en d a . 邦訳 6 9 頁 。  
1 7） E b en d a .  
1 8） a . a . O . ,  S .4 6   邦訳 6 0 頁 。  
1 9） a . a . O . ,  S .1 1 9 - S .1 2 0   邦訳 1 5 9 -1 6 0 頁。  
2 0） a . a . O . ,  S .1 2 0   邦 訳 1 6 0 頁。  
2 1） a . a . O . ,  S .3 4   邦訳 4 4 頁 。  
2 2） a . a . O . ,  S .3 8 邦訳 4 9 頁 。  
2 3） a . a . O . ,  S .7 8   邦訳 1 0 5 頁。  
2 4） E b en d a .  
2 5） a . a . O . ,  S .7 9   邦訳 1 0 5 頁。  
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2 6） E b en d a .  
2 7） Tb 6 2 8 ,  S .1 4  
2 8） G A3 8 ,  S .8 0   邦訳 1 0 6 頁。  
2 9） Tb 6 2 8 ,  S .1 4  
3 0）クロ ス，ハ イン ツ「 人智学 以外 の社会 三層 化思想」ライ ンハ ルト・ギ ーゼ 編『ル ドル フ ･シュ
タイナ ーの 社会変 革構 想』人 智学 出版社 、1 9 8 6 年、8 1 -8 7 頁 参照 。R e in h a rd  Gi e s e（ H rs g .）,  S o z ia l  
h a n d e l n  a u s  d e r  E r k en n tn i s  d e s  s o z ia l  Ga n z en :  S o z ia l e  D r e ig l i e d e ru n g  h eu t e ,   R ab e l  1 9 8 0 .  
3 1） N at o rp ,  P au l ,  S o z i a l p ä d a g o g i s ch e  Th e o r i e ,  B e r l i n  1 8 9 9 .  S .1 5 7（ 邦訳 ： 同上書 、 8 2 頁 ）。  
3 2）ク ロス ，ハイ ンツ ，邦訳 8 1 -8 2 頁。  
33）拙論「大川周明の国家改造思想にみるシュタイナー思想とナショナリズムとの関係（２）」『下
関市立大学論集』 200 5 年を参照のこと。  
3 4）ラ インハ ルト・ギ ー ゼ編『 ルドル フ ･シュタ イナー の社 会変革 構想 』によれ ば、「 来る べき 日 」
は、1 9 2 2 年 3 月に は活 動を制 限さ れ、1 9 2 4 年 7 月には 運動を 解消 して いる。シュ タイ ナー の 社
会三層 化運 動自体 も、か れが亡 くな っ た 1 9 2 5 年 1 0 月 には すべ ての活 動 を停止 す る ことに なる 。
その後 、シ ュタ イナー の意志 を継 ぐ仲間 たち を中心 に、 1 9 7 2 年 に「 社会有 機体 の三層 化の ため
の研究 共同 体」が アッハ ベルク（ Ac h b er g）に創 設 され、ア ッハ ベル ク国際 文化セ ンタ （ー I N K A）
とし て今 日  まで 積極 的に シュ タイ ナー の社 会有 機体 の三 層化 運動 を展 開し てい る。 しか も、
このア ッハ ベルク を中 心とし たシ ュタイ ナー の社会 運動 は、「 第三の 道運動（ Ak t i o n  D r i t t e r  W e g）」
や、自由 ･平等 ･友愛 の 原理に 基づ く「自由 国 際大学（ Fr e i e  In t e r n a t io n a l e  Un i v e r s i t ä t）」に引 き
継が れ、 これ らの 連合 によ る政 治活 動と して 、「 緑の 党」 がそ の思 想を 反映 して いる 。「 緑の
党」 の綱 領は 、「 三層 化」 とい う項 目に おい て、 「政 治分 野の 議会 と並 んで 、経 済と 文化 の評
議会 が設 けら れね ばな らな い」 と、 シュ タイ ナー の三 層化 構想 を高 らか に謳 って いる 。 （ ライ
ンハル ト・ ギーゼ 編、 邦訳 2 1 7 -2 5 4 頁参照 ） 。  
3 5） Lin d e rb e r g ,  Ch r i s to p h ,  S t e in e r  (1 8 6 1 - 1 9 2 5 ) .  I n :  S ch eu e r l ,  H an s  ( H r s g . )  Kl a ss i k e r  d e r  P ä d a g o g i k  
Ⅱ  V o n  Ka r l  M a r x  b i s  J ea n  P ia g e t .  M ü n ch en  1 9 7 9  [ 1 9 9 1 ] ,  S .1 7 5 
3 6 ） H o w a r d , S u s a n の 論 稿 T h e  f i r s t  W a l d o r f  K i n d e r g a r d e n （ v i e w e d  1 6  A p r i l  2 0 1 4 ,  
h t t p : / / w w w . i a s w e c e . o r g / w a l d o r f _ e d u c a t i o n / a r t i c l e s _ a n d _ r e s o u r c e s / T h e _ F i r s t _ W a l d o r f
_ K i n d e r g a r t e n . a s p x ） に よ れ ば 、 シ ュ タ イ ナ ー は 1 9 1 4 年 に 、 ボ ン で 幼 稚 園 の 教 職 課
程 を 終 え て い た 1 9 歳 の グ ル ネ リ ウ ス に 出 会 っ た と さ れ る 。 そ の 後 、 彼 女 は シ ュ タ
イ ナ ー の 『 神 智 学 』 を 読 み 、 ゲ ー テ ア ー ヌ ム で の 講 義 や 実 習 に 参 加 す る 。 そ し て 、
1 9 1 9 年 に 、シ ュ タ イ ナ ー の 要 請 で シ ュ ト ッ ト ガ ル ト の ヴ ァ ル ド ル フ 学 校 に 呼 ば れ 、
3 歳 か ら 5 歳 の 子 ど も た ち の 保 育 計 画 を 立 て る よ う 依 頼 さ れ 、 翌 1 9 2 0 年 に は 新 政
府 の 始 業 時 期 変 更（ イ ー ス タ ー の 時 期 か ら 9 月 に ）の た め の 移 行 空 白 期 間 に 学 校 を
利 用 さ せ て も ら い 、 幼 児 教 育 を 体 験 す る た め 、 9 月 ま で の 間 、 2 0 人 の 幼 児 と 午 後 の
3 時 間 を と も に 過 ご し た 。 そ の 後 も 、 彼 女 は シ ュ タ イ ナ ー の 理 論 に 基 づ く 幼 児 教 育
を 確 立 す る た め 、 オ イ リ ュ ト ミ ー 、 ス ピ ー チ 、 粘 土 細 工 、 絵 画 や 人 智 学 の 研 究 を 深
- 114 - 
め て い っ た 。 そ し て 、 1 9 2 4 年 に は 幼 稚 園 建 設 が 認 め ら れ 、 1 9 2 6 年 に は シ ュ タ イ ナ
ー の 助 言 を 受 け た 子 ど も の 成 長 を 配 慮 し た 色 に 覆 わ れ た 幼 稚 舎 が 完 成 し 、実 践 が 開
始 さ れ る 。 グ ル ネ リ ウ ス に 関 す る 文 献 と し て は 、 L a n g , P e t e r ,  W a l d o r f  K i n d e r g a r t e n s  
T o d a y ,  Flo r is  Books,2013 や 、 B e r g e r , M an f r ed の 著 作 ,  F ra u en  i n  d e r  G e s ch i ch t e  d e s  
K i n d e rg a r t en s ,  B r an d e s / Ap s e l  V er l a g ,1 9 9 5 なら びに論文 El i s ab e th  v o n  Gr u n e l iu s ,  In :  k i n d e rg a r t en  
h eu t e  2 0 1 3 / H.  6 -7 ,  S .  3 0 - S . 3 5 等 があ る。  
3 7 ） L i n d e r b e r g ,  a . a . O . ,  S . 1 7 6  
3 8）シュ タイ ナーは 、伝統的 な見 方であ った 、体（ Le i b）・魂（ S e e l e）・霊（ Ge i s t）の 三概 念が、
8 6 9 年に コンス タン チノ ープル の公 会議で 否定 された こと を、「 教会 の ドグマ 的定 立（ k i r c h l i ch e  
d o g ma t i s ch e  F e s t s t e l l u n g）」と 語る（ Tb 6 1 7 S .4 6、邦訳 4 7 頁 ）。こ うし たシュ タイ ナーの 原意
ならび に 、今 日のキ リス ト教学 上の 理解や 日本 の霊学 等の 概念規 定を 考慮す るな らば 、S e e l e は
魂、Ge i s t は 霊と訳 する ことが 妥当 である よう に 思わ れる 。し かし 、本 論文は 、シ ュタ イナ ー 的
領域 を一 般に 可能 な言 語で 構築 する こと をね らっ てお り、 語使 用ゆ えに 議論 を受 け付 けな い読
者を 想定 し、 あえ てそ れぞ れに 、「 心」 と「 精神 」と いう 語を あて た。 ただ し、 本文 の考 察か
らも 分か るよ うに 、シ ュタ イナ ー的 領域 は通 常の 心や 精神 の概 念を 拡張 した もの とし て語 られ
ていく 。  
こ の 節 に お け る 人 間 の 心 的 基 本 構 成 に つ い て は つ ぎ の 書 物 を 参 照 と し た 。 G A9 , S .2 4 - S . 60
（邦訳 、 29-67 頁） 参照 。 詳細 には 、シュ タイ ナーは 、全人 d e r  g a n z e  Me n s ch の構 造を 、①物
質身体 P h ys i s ch e r  K ö r p e r（ Le ib）、 ②エ ーテ ル 体 Ät h er l e ib（ Le b en s l e ib）、③ 心体 S e e l en l e ib、
④感覚 心 E mp f i n d u n g s s e e l e、⑤ 悟性 心 V er s t an d e s s e e l e、⑥ 意識 心 B e wu ß t s e in s s e e l e、 ⑦精 神我
Ge i s t e s s e lb s t  ( a l s  v e r wa n d e l t e r  As t r a l l e ib )、⑧ 生 命 精神 Le b en s g e i s t  ( a l s  v e r wa n d e l t e r  Leb e n s l e ib )、
⑨ 精 神 人 Ge i s t e s me n s c h  ( a l s  v e r wa n d e l t e r  p h y s i s c h er  l e ib ) と し た 。 ③ ④ は ま と め て D e r  
e mp f i n d en d e  S e e l en l e ib ともい う。ま た、③ ④⑤ ⑥を、ア スト ラル体 As t r a l l e i b、心 の核と して の
自我 I ch  a l s  S e e l en k e rn、とに 分け る見方 もあ る 。  
3 9）こ こで のシュ タイ ナーの 見解 は、 Tb 6 1 7 ,  S .6 2 -9 0、 邦訳 6 9 -1 1 1 頁 を参照 した 。  
4 0） こう した 見方 をふ まえ ると き、 今日 のよ うに 幼少 期か ら「 区切 り」 の世 界に さら され つづけ
る教育（論 理・分 析を 重 視する 早期 の認知・デ ィベー ト教 育など ）は 、懐疑・批判 とい っ た「反
感作 用」 や他 者を 排斥 視す る「 自意 識」 を心 にね づか せ、 最終 的に めざ され る高 次の 非二 元的
な存 在体 験の 妨げ にな るこ とが 理解 され る。 「表 象的 な知 」に 偏っ た学 習の 在り 方を 、あ るべ
き発 達に 即し て再 構成 し、 思考 ・感 情・ 意志 を分 断さ せる こと なく 、「 より よき 存在 」と いう
統合へ 向け て協同 的に 変容さ せて いくこ とが 重要と なる 。  
4 1） Tb 6 1 7  ,  S .8 1 邦訳 9 7 頁。  
4 2） a . a . O . ,  S .6 8   邦訳 7 8 頁。  
4 3） a . a . O . ,  S .7 2   邦訳 8 5 頁。  
4 4） a . a . O . ,S .8 6   邦訳 1 0 5 頁。  
4 5） a . a . O . , S . 8 4   邦訳 1 0 2 頁。  
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4 6） a . a . O . ,S .8 6   邦訳 1 0 4 頁。  
4 7）こ こで は、 GA307 , S .8 4 -S .1 0 2 ,  邦訳 1 1 1 -1 3 6 頁も参 照した 。  
4 8） a . a . a O. ,  S .8 8   邦訳 1 1 7 頁。  
4 9） Tb 6 1 7 ,  S .6 2   邦訳 6 9 頁。  
50） Tb628 ,  S .13  
51） Tb628 ,  S .159   邦 訳 2 0 8 頁。  
52） a .a .O . ,  S .75-S .76   邦訳 8 9 -9 0 頁。  
53） E b en d a . 
5 4） a . a . O . ,  S .1 4 4   邦訳 1 9 0 頁。  
5 5） a . a . O . ,S .7 5   邦訳 8 9 -9 0 頁 。  
5 6）こ のプ ロセス につ いては 、シ ュタイ ナー 教育を モデ ルとし て、 拙論「 モラ ル教育 と「 生きる
力」は どの ような 関係 にある のか 」越智 貢編 『岩波 応用 倫理学 講義 ６  教 育』岩 波書 店、 2 0 0 5
年、 2 5 7 -2 5 9 頁、 拙論 「 倫理学 と自 由主義 の倫 理」『 教育 と倫理 』ナ カニシ ヤ出 版、 2 0 0 8 年 、
1 4 1 - 1 6 8 頁に 著し た。   
5 7） L i n d e n b e r g ,  1 9 7 9 , S . 1 7 2  
5 8） Ho ff ma n n , K . ,  D i e  A n th ro p o s o p h i e  R u d o l f  S t e in e r s  u n d  “ M o d e rn e  G e i s t e s w i ss e n s ch a f t ” .  Gi e ß e n  
1 9 2 8 ,  S .1 1 
5 9） L i n d e n b e r g ,  1 9 7 9 ,  S . 1 7 9  
 
第二章   
１） テノ ルト によ れば 、ノ ール 学派 が改 革教 育運 動の 解釈 にお いて 精神 科学 派内 部の 微妙 な理論
的差異 より も、固 有の「ドイ ツ改革 教育 運動 」とい う「現 象」の「創 築（ Ko n s t ru k t io n）」を 優
先さ せた と指 摘さ れる 。し かも 、か れに よれ ば、 実験 学校 を中 心と した 改革 教育 運動 にド イツ
精神 をみ てい こう とす る精 神科 学派 の思 考は 、現 実を 支配 した 公的 政策 やア メリ カを はじ めと
する 他の 新教 育に おけ る世 界的 な傾 向を 無視 した 「創 築」 であ ると も指 摘さ れる 。本 章で は、
こう した テノ ルト 的見 解を ふま えて 考察 をす すめ るが 、か れが 踏み 込む こと ので きな かっ た、
民族 特有 の精 神を 評価 して いく ロマ ン主 義的 な立 場に つい て、 個別 な解 釈を 超え て、 根本 的な
人間 ・歴 史理 解の 問題 とし て、 その 特殊 性を 構造 的に 理解 する こと は必 要で ある よう に思 われ
る。 Te n o r th ,  H . - E . ,  R e fo r mp äd a g o gi k ,  E rn eu t e r  V e r su ch ,  e in  e r s t a u n l i ch e s  P h än o me n  zu  V e r s t eh en .  
In :  Z e i t s c h r i f t  f ü r  P ä d a g o g i k ,  4 0 .  J g . ,  N r .3 ,  1 9 9 4 .    
２ ）小 笠原 道雄「 ドイ ツ」長 尾十 三二編 『新 教育運 動の 理論』 明治 図書、 1 9 8 8 年、 4 6 - 6 4 頁。坂
越正 樹「 ノー ルの 教育 学構 想」 小笠 原道 雄編 著『 ドイ ツに おけ る教 育学 の発 展』 学文 社、 1 9 8 4
年、1 7 5 -2 0 0 頁参 照。ま た、カー ルゼ ンは、以下 の著作 にお いて、「 この 時代の 思想 は究極 的に
は 、 … イ デ オ ロ ギ ー と し て の ロ マ ン 主 義 に い き つ く こ と に な る 」 と 述 べ て い る 。 K a r s en ,  F .  ,  
D eu t s ch e  V e r su ch s c h u l en  d e r  G eg en wa r t  u n d  ih r e  Pr o b l e m .  Le i p z i g  1 9 2 3 ,  S .5 8 
３ ） S c h e ib e , W. ,  Di e  R e f o r mp ä d a g o g i s ch e  B e w eg u n g  1 9 0 0 - 1 9 3 2 .  We i n h e i m/ B a s e l  1 9 6 9 ,  S . 3 0 0 
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４ ） a . a . O . ,  S .3 0 2 
５ ） Wa g e n s ch h e in ,  M. ,  E r i n n e ru n g e n  f ü r  m o r g en .  E in e  p ä d a g o g i s c h e  Au to b i o g r a p h i e .  We in h e i m/ B a s e l  
1 9 8 9 ,  S .2 4 f . 
６ ） K e mp e r ,  H .  ( H r s g . ) ,  Th eo r i e  u n d  Ge s c h i c h t e  d e r  B i ld u n g s r e fo r m.  Ko n i g s t e in  1 9 8 4 ,  S . 1 2 7 f . 
７ ） Mü l l e r - B l a t t a u ,  J .  ,  N eu e r e  L i t e r a tu r  zu r  M u s i k er z i eh u n g .  In  :  D i e  E r z i eh u n g .  Le ip z i g  1 9 2 9 .    
８ ） Tb 6 3 1 ,  So z i a l  Zu k u n f t .  Do rn a ch  2 0 0 0［ 1 9 1 9］ ,  S .3 1 
９ ） 1 9 2 0 年 9 月 1 6 日 付の『 デイ リー・ ニュ ース』 にお いて、 ジャ ーナリ スト のウィ ルソ ン・ハ
リス はシ ュタ イナ ーの 出版 した 『社 会問 題の 核心 』（ 1 9 1 9） の反 響 につ いて つぎ のよ うに 記載
して いる 。「 今年 の春 、ひ とり の注 目す べき 人物 が公 にし た一 冊の 目新 しい 本が 大陸 の多 くの
読書 人の 間で 議論 をよ んで いる 。外 務大 臣の シモ ンズ 博士 は、 この 本の 内容 から 生じ てく るボ
ルシ ェヴ ィズ ムに 対抗 でき る唯 一の 防壁 であ ると みな して いる 。… チェ コス ロバ キア の外 務大
臣ベネ ッシ ュ博士 は、 …机頭 の書 として いた 」。  
1 0） Ro s en b u s c h ,  H .  S . ,  D i e  d eu t s ch e  Ju g en d eb e w eg u n g  in  i h r en  p ä d a g o g i s ch en  F o rm e n  u n d  W ir k u n g en .  
F r an k fu r t  1 9 7 3 ,  S .1 4 4 
1 1） Z o l l i n g er ,  M. ,  Ju g e n d b e we b u n g  u n d  Ju g en d p f l e g e  in  d e r  S ch we i z .  In :  D i e  Er z e ih u n g .  Le ib z i g  
1 9 2 9 ,  S .2 0 0 
1 2） H au t l au b ,  G .  F . ,  D i e  Ku n s t  u n d  d i e  n eu e  Gn o s i s .  In :  Da s  Ku n s tb la t t  1 9 1 7 ,  S .  1 7 6 
1 3） G A2 1 7 ,  S .7 8 
1 4） Tb 6 7 1 ,  S .  2 0 7 
1 5） Ul l r i ch , H. ,  W a ld o r fp ä d a g o g i k  u n d  o k ku l u t e  W e l ta n s c h a u u n g .  Mü n ch en  1 9 8 6 ,  S .3 9 
1 6） F l i tn e r ,  W. ,  Di e  z we i  S ys t e me  p o l i t i s ch e r  E r z i eh u n g  i n  D eu t s ch l a n d (1 9 5 5 ) .  In :  T h eo r e t i s ch e  
S ch r i f t en  Ab h a n d lu n g en  z u  n o r ma t i v en  A s p e k en  u n d  th e o r e t i s ch en  B eg u r u n d ig en  d e r  Pä d a g o g i k .  I n :  
F l i t n e r ,  W.  Ge s a m me l t e  S ch t i f t e n , B an d  4 ,  P ad er b o r n  1 9 8 7 ,  S . 1 0 7 
1 7） La y, A. W. ,  D i e  Le b en s g e me i n s ch a f t s s ch u l e .  O s t e r wi e c k / Le i p z i g  1 9 2 5 , S . 1 4 7 
1 8 ） K ar z e n , F . , z i t . n .  K e mp e r ,  H e r wa r t /  B r en n e r ,  D i e t r i c h  ( H r s g . ) ,  T h e o r i e  u n d  G e s ch i c h t e  d e r  
R e fo r mp ä d a g o g i k .  Kö n i g s t e in  1 9 8 4 ,  S .1 2 7 f . 
1 9） B eh s ch n i t t ,  E . ,  A l s  d i e  e r s t e  d e u t s ch e  E in h e i t s s c h u l e .  In :  D eu t s ch e n  Le h r e r v e r e in s ( H r s g . )  :  D i e 
D eu t s ch e  S c h u l e .  2 4  J ah r e g an g ,  Le ip z i g / B e r l in  1 9 2 0 ,  S .1 7 9 
  F l i t n e r ,  W. ,  1 9 8 7 ,  S .1 0 7 f . 
2 0） Ul l r i ch ,  H . ,1 9 8 6  :  o p .  c i t .  
2 1） F l i tn e r ,  W. ,  1 9 8 7 ,  S . 1 0 7 f . 
2 2） F l i tn e r ,  W. ,  D er  Kr i e g  u n d  d i e  Ju g e n d (1 9 2 7 ) .  I n :  Pä d a g o g i s ch e  B e w eg u n g .  I n :  B e i t r a g e -B e r i ch t e -
Rü c kb l i c k e .  I n :  Wi lh e l m F l i t n e r  Ge s a m me l t e  S c h t i f t en , B an d  3 ,  P ad e rb o rn  1 9 8 9 ,  S . 1 3 8 
2 3） a . a . O . ,  S .1 3 7 
2 4） S t a ed k e ,  I . ,  S ch i l l e r  u n d  Wa ld o r fp äd a go g i k .  In :  D eu t s ch en ,  Le h r e r v e r e in s ( H r s g . ) :  D i e  D eu t s ch e  
S ch u l e .  3 3  J ah r e g an g ,  Le i p z i g /B e r l in  1 9 2 9 ,  S . 1 1  
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2 5 )  H ar t l i eb ,  F . ,  D i e  f r e i e  Wa l d o r fp ä d a go g i k  i n  S tu t g a r t .  In :  Wü rt t e mb e r g i s ch en  L e h r e r z e i t u n g .  2 8 .  
O k to b e r  1 9 2 6 . 
2 6） 先に 検討 した シュ タイ ナー 学校 をめ ぐる 統一 学校 評に そう した 賛否 の相 違が 顕著 に表 れてい
る。 シュ タイ ナー 学校 の統 一学 校的 要素 や、 当時 統一 学校 運動 の推 進的 立場 にい た民 衆学 校教
員へ 与え た影 響力 や、 同じ 精神 科学 派の 内部 の支 持に もか かわ らず 、ド イツ 改革 教育 運動 の実
質 的 指 導 者 で あ っ た ノ ー ル は 、 『 ド イ ツ に お け る 教 育 運 動 と そ の 理 論 （ D i e  p ä d a g o g i s ch e 
B ew e g u n g  in  D eu t s ch la n d  u n d  ih r e  T h eo r i e）』 （ 1 9 7 0） の「統 一学 校運 動 」の項 にお いて、 ドイ
ツ教 員組 合の 活動 やそ の雑 誌『 ドイ ツの 学校 』を 援用 し説 明し てい るも のの 、シ ュタ イナ ー学
校に つい てひ と言 も言 及し てい ない ので ある 。つ まり 、同 じ精 神科 学派 のな かで も、 フリ ット
ナー，Ｗ ．や シャイ ベな どはシ ュタ イナー 教育 思想を 改革 教育と して 積極的 に評 価する もの の、
ノー ル、 リッ トを はじ めと する 精神 科学 派の 中心 メン バー はそ の評 価を 記述 する こと さえ なか
ったの であ る。  
2 7)  U l l r i c h , H. ,  1 9 8 6 ,  S .2 6  
2 8） a . a . O . ,  S .4 3 f . 
2 9） No h l ,  H . ,  Di e  p ä d a g o g i s ch e  B e w eg u n g  in  D eu t s c h la n d  u n d  ih r e  Th eo r i e ,  4 .  Au f l .  F r an k fu r t  a .  M.  
1 9 5 7， S .8 6 
3 0） Li t t ,  Th . ,“ Fü h r en” o d e r  “ Wa c h s en l a s s e n” ？  E in e  E rö r t e ru n g  d e s  p ä d a g o g i s ch en  
G ru n d p ro b l em s ,  1 2 .  Au f l .  S t u t t g a r t  1 9 6 5 ,  S . 8 0 
3 1） a . a . O . ,  S .2 5 f . 
3 2） No h l ,  H . ,  S c h u l d  u n d  Au fg a b e  d e r  P äd a g o gi k .  In  :  D i e  S a m mlu n g  9 ,  1 9 5 4 ,  S .4 4 6 f f . 
3 3）小 笠原 道雄『 現代 ドイツ 教育 学説史 研究 序説』 福村 出版、 1 9 7 4 年、 1 8 -2 0 ,2 0 1 -2 3 5 頁参 照。  
3 4 ） Sp r an g e r , E . ,  Ph i l o s o p h i e  u n d  P s y ch o lo g i e  d e r  R e l i g io n ( 1 9 4 7 ) .  In :  B ah r , H . W.  ( H r s g . ) ,  Ed u ar d  
Sp r a n g er  Ge s a m me l t e  S ch r i f t e n .  Tü b in g e n  1 9 7 4 ,  S . 6 2 
3 5 ） 解 釈 学 と 精 神 科 学 の 基 礎 を 築 い た シ ュ ラ イ エ ル マ ッ ハ ー （ F r i ed r i ch  D an i e l  E rn s t  
Sc h l e i e r ma c h er）につ い て、シュ タイ ナー は、「 スピノ ザ主 義から 借り てこら れた 思想の 助け を
借りて、宗教 的意 識と 思 考によ る世 界考察 を、す なわち 神学 と哲学 を調 停しよ うと 試みた 人物」
と位 置づ け、 「自 由は 、シ ュラ イエ ルマ ッハ ーに とっ ては 、完 全に 独立 して 自ら の生 の方 向と
目的 を定 める 存在 者の 能力 では ない 。… 自由 は、 した がっ て、 生命 すべ てに 及ぶ 。… 植物 にも
自由 があ る。 シュ ライ エル マッ ハー はこ のよ うな 意味 にお け る 自由 しか 知ら なか った ので 、宗
教の起 源も 、もっ とも 不自由 な感 情、す なわ ち「 絶 対的 な従属
． ．． ．．．
（ s ch l e ch th i n n ig e  Ab h ä n g i g k e i t）」
の感 情に 求め るこ とが でき た。 人間 は、 自ら の存 在を 別の 存在 者、 すな わち 神に 帰せ ざる をえ
ないと 感じ る」、 と論 評され る。 シュタ イナ ー『哲 学の 謎』（ Tb 6 1 0 ,  S .2 3 1 -2 3 2）  
3 6） Ul l r i ch , H. ,  1 9 8 6 ,  S .2 6 
3 7） K ar z e n , F . ,  1 9 2 3 ,  S .1 0 0   邦訳 2 1 2 頁。  
3 8） 拙論 「ル ドル フ・ シュ タイ ナー の人 智学 的認 識論 に関 する 一考 察 」 教育 哲学 会編 『教 育哲学
研究 』第 7 7 号 、1 9 9 8 年 、お よび 、拙 論「 シュ タ イナー 教育 学をめ ぐる『科 学性 』問 題の克 服に
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向け て－ 人智 学的 認識 論を 手が かり とし て」 日本 ペス タロ ッチ ー・ フレ ーベ ル学 会編 『人 間教
育の探 究』第 1 0 号、 1 9 9 7 年を参 照の こと 。  
3 9） Ul l r i ch , H. ,  1 9 8 6 ,  S .7 4 
4 0） 長尾 十三 二は 、現 代教 育の 危機 を新 教育 運動 理論 の問 い直 しに おい てみ てい こう と編 纂され
た「世 界新 教育運 動選 書」（全 3 0 巻、別巻 3 巻）の 監修 者とし て、『 新教育 運動 の生起 と展 開』
（明治 図書 、 1 9 8 8 年）の「総 説」のな かで、「国際 的な 広が りをも った新 学校 、新 教育の なか
で、 私は モン テッ ソー リと シュ タイ ナー のふ たり に格 別の 注目 を払 って いる 。そ れは 、こ のふ
たり の創 設し た学 校が それ ぞれ 独自 の教 師教 育の プロ グラ ムを もっ てい ると いう こと 、つ まり
その 実践 を導 き支 える 思想 と、 具体 的な 実践 のた めの 体系 的な 、し かし なが らけ っし て固 定的
でな い指 針を もっ てい ると いう こと への 注目 であ る。 …む ろん 私は シュ タイ ナー 学校 やモ ンテ
ッソ ーリ 方式 の幼 稚園 の思 想や 実践 が最 高の 模範 であ るな どと はま った く考 えて いな い。 しか
しこ れら が現 在期 待で きる 比較 的望 まし い教 育 実 践の 具体 例で ある こと だけ は間 違い ない と思
う」（ 2 4 頁） と述 べて いる。  
 
第三章   
１） Ul l r i ch ,  H . ,  An th ro p o so p h i e  z wi s ch e n  M yth o s  u n d  Wi ss e n s ch a f t .  E in e  Un t e r su c h u n g  zu r  
Te mp e r a me n t e n l eh r e  Ru d o l f  S t e i n e r s .  In :  Pä d a g o g i s c h e  R u n d s ch a u ,  3 8 .  J g . ,  1 9 8 4 ,  S .4 6 6 
２） S c h n e i d er ,P . ,  E r k en n tn i s th eo r i e  u n d  an t h ro p o s o p h i s ch e  M en s c h en ku n d e ,  Gru n d l a g e  d e r   
P ra x i s  d e r  R u d o l f  S t e i n e r -P äd a g o g i k .  I n :  H an s ma n n , O .  ( H r s g . ) : Pr o  u n d  C o n t ra  Wa ld o l f -
Pä d a g o g i k .  A ka d e m i s ch e  Pä d a g o g i k  i n  d e r  Au s e in a n d e r s e t zu n g  mi t  d er  R u d o l f -S t er n e r - Pä d a g o g i k .  
Wü r z b u r g  1 9 8 7 ,  S .9 9                
３）シ ュタ イナー の人 智学は 、グ ノーシ ス、 薔薇十 字、 フリー メー ソン等 の思 想との かか わりが
指摘さ れる が、多 くの 基本概 念は 現代神 智学 の影響 を受 けてい るも のと思 われ る。現 代神 智学
とは、 1 9 世紀 半ば 以降 、多方 面に 影響を およ ぼした ブラ バ ツキ ー（ B l a v a t s k y , H.P .： 1 8 3 1 -
1 8 9 1） に始 まる神 智学 （ Th eo s o p h y） の 立場を さす。 シュ タイナ ーは 、第二 代神 智学協 会会 長
のベサ ント （ B e s a n t , A .）の紹 介で 入会し 、 1 9 0 2 年から 1 9 1 3 年に かけ て神智 学協 会ドイ ツ支 部
事務局 長を 務める こと になる 。し かし、 シュ タイ ナ ーは 、キリ スト 解釈や 真理 認識の 在り 方を
めぐっ て神 智学協 会と 対立し 、脱 退後、 独自 の「人 智学 （ An th ro p o so p h i e） 」（ この 語の使 用
はフィ ヒテ の息子 であ るイマ ニュ エル・ ヘル マン・ フィ ヒテ（ Fi c h t e ,  I m ma n u e l  
H e r ma n n :1 7 9 7 ? -1 8 7 9）や 、シェ リン グに影 響を 与えた スイ スの医 師ト ロクス ラー （ Tro x l e r ,  
I gn a z  P au l  V i t a l : 1 8 2 1 -1 9 0 2）に はじ まりを みる ）を創 設し た。元 来、 この「 神智 学」と いう 用
語は、 歴史 的には 、 3 世 紀のア レキ サンド リア で折衷 神智 学を創 設し たアン モニ オス・ サッ カ
ス（ S a k k a s ,  A m mo n io s :1 7 5 ? -2 4 2） にま でさか の ぼると され る（原 理的 なもの は、 古代ヘ ルメ ス
哲学や プラ トン、 ピタ ゴラス など にみら れる ）。こ の系 譜の思 想は 、さま ざま な宗教 、宗 派を
調和さ せ、 そのど れも が「智 慧の 宗教」 とい う幹か ら出 たもの であ ること を説 く。そ の原 理
は、多 少の 相違は みら れるも のの 、「 汎 神論 」「ア レゴ リー的 な解 釈法」 「異 質な教 えを 調停
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・融和 する 折衷主 義」 「直接 体験 によっ て真 理に至 ると する神 秘主 義」と いっ た要素 をも つ。
サッカ スの 思想は 、そ の後、 オリ ゲネス やプ ロティ ヌス といっ た新 プラト ン派 に引き 継が れて
いく。 こう した神 智学 的要素 は、 ヤコブ ・ベ ーメの 思想 や、キ リス ト教の 薔薇 十字、 ユダ ヤの
カバラ 、イ スラム のス ーフィ ズム 、道教 の仙 道、イ ンド のベー ダ、 ヨーロ ッパ のフリ ーメ ーソ
ン、グ ノー シス、 チベ ット密 教、 日本の 古神 道、真 言密 教など に共 通の世 界観 を見い だし うる
（神尾 学『 秘教か ら科 学へ－ エネ ルギー ・シ ステム と進 化』出 帆新 社、 2 0 0 0 年、 5 -2 0 頁参
照）。  
４） Tb 6 1 7 ,  S .7 3 邦訳 8 6 頁。  
５） Tb 6 0 6 ,  S .4 4   邦訳 4 6 頁。  
６ ）シ ュタ イナー の教 育は、 戦前 には、 フリ ットナ ー , W.やカ ールゼ ン等に よっ て実験 学校 の一
つにあ げら れ、戦 後に おいて も同 じく W.フ リ ットナ ーや ウイル ヘル ムおよ びシ ャイベ 等に よ
って「 主知 主義の 否定 」「実 用 ･手 工 ･芸 術的 活動」 「統 一学校 制度 」「男 女共 学」「 合議 制の
自治」 「子 どもへ の無 償の愛 」と いった 点で 改革教 育学 の中に 位置 づけら れて いる。 K a r s e n ,  
F . ,  D eu t s c h e  V e rs u ch s s ch u l en  d e r  G eg en wa r t  u n d  i h r e  P ro b l e m e ,  Le ip z i g  1 9 2 3 .   Wilh e l m,  T . ,  
Pä d a g o g i k  d e r  G e g en wa r t .  S tu t t g a r t  1 9 5 9 . F l i tn e r ,  W.  / Ku d r i t z k i , G .  (H r s g .),  Di e  d eu t s ch e  
R e fo r mp ä d a g o g i k ,  B an d  I I :  Au sb au  u n d  S e lb s t k r i t i k .  Du s s e ld o r f /M ü n ch en  1 9 6 2 . 
７ ）カ ソリ ックの 立場 から、 シュ タイナ ーの 輪廻・ カル マや、 ゴル ゴタの でき ごと、 イエ ス ･キ
リスト の宗 教学的 解釈 等に対 して 、また それ に基づ く教 育やキ リス ト者共 同体 の意義 につ いて
の批判 がな されて いる 。 K a th o l i s c h e  Ak a d e mi e  ( Hr s g . ) ,  K r ä me r , F . J . / S ch e r e r , G . / Wh e n e s , F . - J . ,  
An t h r o p o so p h i e  u n d  Wa ld o r fp ä d a g o g i k  In fo r ma t io n /K r i t i k ,  Mü lh e i m/ Ru h r  1 9 8 7 . また 、近 年でも
っとも 激し い批判 書と しては 、   Gr a n d t  Gu id o / Gr an d t  M i ch a e l ,  S ch w a rz b u c h  An t h ro p o so p h i e   
Ru d o l f  S t e in e r s  o k ku l t - ra s s i s t i s c h e  W e l t a n s ch a u u n g , Wi en  1 9 9 7 .を あげ るこ とがで きる 。そこ にお
いて、 著者 のグラ ント 兄弟は 、 1 9 9 7 年以 前に 公開さ れた 人智学 共同 体やシ ュタ イナー 学校 の
記録文 献（ ゲーテ アー ヌムで の「 ホロコ ース トとリ イン カネー ショ ン」と 題す る講演 、ヒ トラ
ーに宛 てた 人智学 共同 体の公 的書 簡など ）を 根拠に 、シ ュタイ ナー を、人 種差 別主義 者で ドイ
ツ国粋 主義 者とし 、か れの思 想を オカル トで あると 断罪 する。 とり わけ、 その 批判は 、シ ュタ
イナー の人 智学思 想が もつ輪 廻思 想や指 導霊 として の天 使の存 在、 「ドイ ツ精 神」の 支持 や、
人間の 根源 種の規 定 （ 黒人蔑 視の 記述や アト ランテ ィス 神話や アー リア人 種の 転生な ど） や、
ヒエラ ルキ ー的な 人間 発達説 等に 向けら れた 。しか し、 これら の解 釈の多 くは 、シュ タイ ナー
による 神智 学・人 智学 思想の 本質 をパラ ダイ ムに添 って 吟味し たも のでは なく 、一面 的独 善的
なもの とい える。 この 本の発 刊後 、人智 学の 側から 、ナ チ－フ ァシ ズムと 人智 学との 親和 性等
を否定 する 材料を もと に訴訟 が起 こされ 、第 二審の 高等 裁判所 によ って、 当書 の記述 の誤 りと
その修 正を 要求す る判 決が出 され た。そ の後 、著者 と出 版社は 当書 の出版 を中 止する こと にな
った。 本書 の存在 と発 刊中止 の情 報は広 瀬俊 雄氏に よる 助言に よる もので ある 。また 、人 智学
をめぐ る公 開討論 を受 け、同 様の 人種差 別的 視点を 、秘 教的な ダー ウィニ ズム や自由 の哲 学の
構造か ら言 及した 著作 として 、 M a r t in s ,  An s g a r ,  R a ss i s mu s  u n d  G e s c h i ch t s m e ta p h ys i k  :  
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Es o t e r i s ch e r  Da r wi n i s mu s  u n d  F r e i h e i t sp h i lo s o p h i e  b e i  Ru d o l f  S t e in e r ,  F r an k fu r t /M a in  2 0 1 2 .が あ
げられ る。 さらに 、非 人智学 徒と してシ ュタ イナー 学校 に勤め 、両 親や生 徒と の対立 を通 し
て、内 部か らその 教育 のイデ オロ ギー的 性格 を批判 した 著作と して 、 M a r t in a  
K a ys e r / Wa g e ma n n ,  P au l  Al b er t ,  W i e  f r e i  i s t  d i e  W a ld o r f s ch u l e ,  H e yn e  V e r l a g  1 9 9 6 .が ある 。  
８ ） H an s ma n n ,  O . ,  K o o p e r a t io n  u n d  P e r sp e k t i v e n .  Z wi s c h en b i l an z  u n d  S c h l u ß  an me r k u n g en .  In :  
H an s ma n n ,  O .  (H r s g .),  P ro  u n d  C o n t r a  Wa ld o l fp ä d a g o g i k .  A ka d em i s ch e  Pä d a g o g i k  i n  d er  
Au s e in a n d e r s e t z u n g  m i t  d e r  Ru d o l f  S t i e r n e r  Pä d a g o g i k ,  Wü r z b u r g  1 9 8 7 ,  S .2 6 1 
９ ） S c h n e i d er ,  P .  1 9 8 7 ,  S .1 0 3 
1 0） H an s ma n n ,  O .  1 9 8 7 ,  S .2 6 1 
1 1） Ul l r i ch ,  H . :  Wi s s en s ch a f t  a l s  ra t i o n a l i s i e r t e  M y s t i k .  E in e  p ro b l e mg e s c h i ch t l i ch e Un t e r su ch u n g  
d e r  e r k en n tn i s th eo r e t i s ch en  Gr u n d la g en  d e r  An th r o p o so p h i e .  I n :  N e u e  S a m ml u n g ,  2 8 .  J g . ,  1 9 8 8 ,  
S .1 7 6 
1 2)  U l l r i c h ,  H .  1 9 8 8 ,  S .1 8 2 
1 3)  S ch n e id er ,  W. ,  Da s  M en s c h en b i ld  d e r  W a l d o r fp ä d a g o g i k ,  F r e i b u r g  1 9 9 1 .   ただ し、 シュ タイ ナ
ーによ れば 、「輪 廻転 生 （ d i e  w i e d er h o l t en  E rd en l eb en）」 の理念 は、 ピタゴ ラス
（ P yth a go r a s） やそ の師 ペレキ ュデ ス （ P h er e k yd e s） にお いて は、概 念 的推論 では なく内 的知
覚とし て得 られて いた 、とさ れる 。 Tb 6 1 0 ,  S .4 8 -4 9 
1 4)以 下の論 文は 、精 神 科学と して の位置 づけ を科学 概念 の拡張 を示 唆しつ つ認 めてい る。
Lin d en b e r g ,  Ch . ,  R i s k i e r t e  S ch u l e－ D i e  Wa l d o r f s c h u l en  in  Kr e u z fe u er  d e r  K r i t i k .  In :  Bo h n s a c k ,  
F . / K r an i ch , E . M.(H r s g .),  Er z i eh u n g s l . v i s s e s ch a f t   u n d  W a ld o r fp ä d a g o g i k ,  We in h e i m/ B a s e 1  1 9 9 0 . 
1 5） H an s ma n n , O.  1 9 8 7 ,  S .2 6 1 
1 6） S c h n e i d er ,  P .  1 9 8 7 ,  S .1 0 0 f . 
1 7)  S ch n e id er ,  P . ,  Ph i lo s o p h i s ch -a n th ro p o so p h i s c h e  Gr u n d la g en  d e r  W a l d o rd o r fp ä d a g o g i k .  I n :   
P äd a go g i s ch e  Ru n d s ch au ,  3 8 .  J g . ,  1 9 8 4 ,  S .4 1 4 
1 8)  R i t t e l me ye r ,  Ch . ,  D e r  f r e md e  B l i c k - Üb e r  d en  U mg a n g  mi t  Ru d o l f  S t e i n e r s  V o r t r ä g e n  u n d  
Sc h r i f t en .  In :  F r i t z  Bo h n s a c k /E rn s t - Mi c h a e l  K r an i c h(H r s g .) :  E r z i eh u n g sw i s s e s ch a f t  u n d  
Wa ld o r fp ä d a g o g i k ,  We in h e i m/ B a s e1  1 9 9 0 .  S .6 4 - S .7 4  
1 9） Kr a n i ch ,E - M. /R a v a g l i , L .(H r s g .),  W a ld o r fp ä d a g o g i k  i n  d e r  Di s ku s s io n .  E in e  An a l y s e  
e r z i e h u n g s wi s s en s c h a f t l i c h e r  K r i t i k ,  S tu t t g a r t  1 9 9 0 ,  S .6 5 -S .8 1 
2 0)  H an s ma n n ,  O .  1 9 8 7 ,  S .2 6 2 
2 1)長 尾十三 二「ペ スタ ロッチ とシ ュタイ ナー 」『人智学 研究』第 3 号、人智 学出 版社、 1 9 8 2 年、
5 0 頁。ま た、同 様の 視 点とし て今 井重孝 は、2 0 世紀初 頭の相 対性 理論 や量子 論の 出現 以 降、科
学自 身が 精神 的領 域に 越境 を開 始し 、い まや 新た に「 オー トポ イエ ーシ ス理 論」 を生 みだ すに
至っ てい るが 、こ うし た動 きは シュ タイ ナー 思想 への 接近 を示 すも ので ある と以 下の 論文 で指
摘して いる。「 ルド ルフ・シュタ イナ ーと 倉橋 惣三」『東 京工 芸大 学紀 要』（ V o l .1 8 , N o .2）1 9 9 5
年。「シュ タイ ナー 教育 哲学の シス テム論 的解 釈の試 み」（教 育哲 学会 第 3 9 回大会 資料 ）1 9 9 6
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年、「 ホリ ステ ィッ クな 学問論 の試 み－ル ーマ ンから シュ タイナ ーへ 」青山学 院大 学文学 部『 紀
要』（第 4 3 号） 2 0 0 2 年 、等。  
2 2）  シンポ ジウ ムで は 、「 人 間形 成にお ける 垂直軸 の問 題」を はじ めに問 題提 起した 西平 直が、
シュ タイ ナー 思想 の今 日的 意義 を、 垂直 軸の パラ ダイ ムの 内部 から 、よ り私 たち に身 近な 世阿
弥の 芸道 論に 依拠 しつ つ語 り、 シュ タイ ナー 思想 をシ ステ ム論 の観 点か ら研 究を 進め る今 井重
孝は 、現 代の 先端 科学 とい う水 平軸 の視 点か らシ ュタ イナ ー的 な垂 直軸 の世 界が いか なる 妥当
性を もつ のか を述 べ、 筆者 はシ ュタ イナ ーの 神秘 主義 思想 がも つ哲 学的 意味 を哲 学自 体の 問題
とし て、 とり わけ 脱（ 再） 構築 とい うき わめ て現 代的 な哲 学の 問題 とし て捉 えな おし うる こと
を解 説し た。 そし て、 学会 で の こう した 議論 を、 現実 にお ける 人間 の「 変容 ・生 成」 ので きご
とを語 る者 として 注目 し、リ ード して きた 矢野 智司が コメ ンテー ター として 各論 を総括 した（ 論
文で は、 矢野 は宮 沢賢 治の 心象 スケ ッチ の視 点か らシ ュタ イナ ーの 読み とき を試 みた ）。 他に
筆者 は、 シュ タイ ナー 思想 を読 み解 くた めの パラ ダイ ムを 、論 文「 人間 形成 にお ける 垂直 軸の
問題－ 新た な発達 論と カオス の開 かれた 弁証 法とし て」教 育思 想史 学 会『近代 教育 フォ ーラ ム 』
（第 1 2 号、 2 0 0 3 年 ）に おいて 示唆 してい る。  
2 3)以 下の論 文で も、 精 神科学 とし ての位 置づ けを科 学概 念の拡 張を 示 唆し つつ 認めて いる 。
Lin d en b e r g ,  Ch . ,  R i s k i e r t e  S ch u l e－ D i e  W a ld o r f s c h u l en  in  K r eu z f eu e r  d e r  K r i t i k .  I n :  Bo h n s a c k ,  
F . / K r an i ch , E . M. (H r s g .),  Er z i eh u n g sw i s s e s ch a f t  u n d  Wa ld o r fp ä d a g o g i k ,  We i n h e i m/ B a s e1  1 9 9 0 .  
 
第四章   
１） シ ュタ イナー は自 らの霊 的体 験に基 づき 、人間 が肉 体から 独立 した精 神と して純 粋な 精神界
に立っ てい るのを 内的 にみる こ と ができ たと される 。 Tb 6 2 9 ,  S .9 , 邦訳 1 1 頁。  
２） Tb 6 3 6 ,  S .2 9 f .  邦 訳 39-40 頁。  
３） Tb 6 2 8 ,  S .1 3 
４） a . a . O . ,  S .1 4 
５）シ ュタ イナー の著 作は、 D i e  Ru d o l f  S t e in e r  Ge s a mt a u s g ab e（ルド ルフ・ シュ タイナ ー全 集
:R u d o l f  S t e in e r  N a c h l a ß v e r wa l tu n g 遺 稿局 ,  Do rn a ch /S ch we i z） として 3 5 4 冊あげ られ る。『 自由
の哲学 』が 刊行さ れた 以降の いく つかの 著作 を列挙 して みよう 。 1 8 9 0 年代後 半には 、個 別の
思想家 の研 究とし て、 ニーチ ェや ゲーテ 思想 の読み 解き （『フ リー ドリッ ヒ・ ニーチ ェ  反時
代的闘 士（ F r i ed r i ch  N i e t z s c h e ,  e in  Kä mp f e r  g eg e n  s e in e  Z e i） 』 1 8 9 5、『 ゲーテ の世 界観
（ G o eth e s  W el ta n s c h a u u n g）』 1 8 9 7）等が 著さ れ、 1 9 0 0 年代 初め には 、神智 学を はじめ とす る
神秘主 義の 概念を 用い た記述 や教 育に関 する 言及等 が増 し（ 『 現代 精神生 活の 黎明期 にお ける
神秘主 義と 現代的 世界 観との 関係 （ Di e  M y s t i k  im  A u fg a n g e  d e s  n e u z e i t l i ch en  G ei s t e s l e b en s  u n d  
ih r  V e rh ä l tn i s  zu r  mo d e r n en  W e l ta n s ch a u u n g） 』 1 9 0 1、 『神 秘的事 実と しての キリ スト教 と古 代
の密議 （ Da s  Ch r i s t en tu m a l s  m y s t i s c h e  T a t sa c h e  u n d  d i e  M y s t e r i e n  d e s  A l t e r t u ms ）』 1 9 0 2、『 神
智学－ 超感 覚的世 界の 認識と 人間 の本質 への 導き Th eo so p h i e .  E In f ü h r u n g  in  ü b e r s in n l i ch e  
W e l t e r k en n tn i s  u n d  M e n s ch en b e s t i mm u n g）』 1 9 0 4、『精 神科 学の観 点か らみた 子ど もの教 育
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（ D i e  E r z i eh u g  d e s  K in d e s  v o m  G e s i c h t sp u k t e  d e r  G e i s t e s wi s s en s ch a f t）』 1 9 0 6、 『精神 科学 の観
点から みた 学校問 題（ S ch u l f r a g en  vo m S ta n d p u n k t  d e r  G e i s t s e w i s s en s ch a f t』 1 9 0 7） 、 1 9 1 0 年代
には、 自ら の世界 観に 照らし た哲 学史の 解明 や社会 問題 ならび に教 育への 論及 が進め られ
（『哲 学の 謎－哲 学史 概説（ D i e  Rä t s e l  d e r  Ph i lo so p i e  i n  i h r e r  G e s ch i ch t e  a l s  U m ri s s  
d a r g es t e l l t） 』 1 9 1 4、『 人間の 謎に ついて －ド イツ・ オー ストリ アの （観念 論哲 学の） 系譜 に
連なる 人物 の思考 、観 照、沈 思の 中の語 られ たもの と語 られざ るも の（ V o m M en s c h en rä t s e l .  
Au sg e sp ro ch e n es  u n d  Un a u sg e sp r o ch en e s  i m  D en k e n ,  S c h a u en ,  S in n e n  e in e r  R e ih e  d eu t s ch e r  u n d  
ö s t e rr e i ch i s ch e r  P e r sö n l i ch k e i t e n）』  1 9 1 6、『 魂の謎 につ いて（ Vo m  S e e l en rä t s e l） 』 1 9 1 7、
『現代 と将 来の生 活に とって 急務 な社会 問題 の核心 （ Di e  K e r n p u n k t e  d e r  so z ia l en  F ra g e  in  d e n  
Le b en sn o t w en d ig k e i t en  d e r  G eg e n w a r t  u n d  Zu k u n f t）』 1 9 1 9、『 時代状 況 に応え る社 会有機 体の
三層化 につ いての 論集 （ Au f sä t z e  ü b e r  d i e  D r e i g l i e d er u n g  d e s  so z ia l en  O rg a n i s mu s  u n d  zu r  
Ze i t l a g e）』 1 9 1 9、『 教 育の基 礎と しての 普遍 人間学 （ A l l g em e in e  M en s ch en k u n d e  a l s  Gr u n d la g e  
d e r  Pä d g o g i k  ） 』 1 9 1 9、『教 育術 －教授 法（ E r z i e h u n g s ku n s t ,  M e th o d i s ch - Di d a k t i s ch e s） 』
1 9 1 9、 『教 育術－ 演習 とカリ キュ ラム（ E r z i e h u n g s ku n s t ,  S e min a r b e sp r e ch u n g en  u n d  
Le h rp l a n vo t r a g e） 』 1 9 1 9、そ して、 最晩 年の 1 9 2 0 年代に は、 人智 学の 原則、 医療 、自伝 など
が著さ れた （『人 智学 指導原 則－ 人智学 の認 識の道 ・ミ カエル の秘 儀（ A n th r o p o so p h i e  
Le i t s ä t z e .  D e r  E r k en n tn i s w eg  d e r  An t h r o p o so p h i e  -  D a s  M i ch a e l - M y s t e r iu m）』 1 9 2 5、 『精神 科学
的な認 識に 基づく 医術 の拡張 のた めの基 礎づ け（イ タ・ ヴェー クマ ンとの 共著 ）
（ G ru n d l e g en d e s  fü r  e in e  E r w ei t e ru n g  d e r  H e i l k u n s t  n a c h  g e i s t e s w i s s e n s c h a f t l i ch e n  
Er k e n n t n i s s en）』 ( mi t  I t a  We g ma n )1 9 2 5、 『わ が 生涯（ M i en  L eb e n sg a n g）』 1 9 2 5） 。    
６） G A9 , S .1 2 邦訳 1 1 頁。  
７） Tb 6 1 7 ,  S .8 9 邦訳 1 0 9 -1 1 0 頁。  
８ ） Tb 6 2 8 ,  S .2 8  
９ ）認 識を 表象 の範 囲内 とする 見解 は、シュ タイ ナーに よれ ば、1 7 9 2 年 のシュ ルツ（ S ch u l z e , G. E . ,  
A en e s id e m u s）の 主張や 、ショ ーペン ハウ アー (Sc h o p en h au er , A .)、ハ ル トマン（ H a r t ma n n ,E . v .）、
フォル ケ ル ト (V o l k e l t , J .)にも みられ ると いう 。とりわ け、フォ ルケ ルト は、そうし た見 方を「実
証主義 的認 識原理 (d a s  p o s i t i v i s t i s c h e  Er k e n n tn i sp r in z ip )」と呼 び 、「批判 哲学 」に 位置 づくと し
た 。 他に も 、 認 識 論の 開 始 点を 、 思 考 と 存在 の 関 係に み る べ き とす る ド ーナ ー (D o rn e r)、 存在
者を知 るこ ととす るレ ームケ (R eh mk e)、実在 の知に 置く べきと いう フィッ シャ ー (F i s ch e r , E . L .)
等を あげ るが 、そ れら は認 識そ のも のの 成り 立ち を前 提な しに 理論 化す るこ とを せず すで に認
識領域 の内 部に立 った 見解で ある と否定 され る。 a . a . O . ,  S .3 7 - S .3 9 
1 0）この シュタ イナ ーに よる引 用は 、フ ォル ケル トの『イ マヌエ ル・カ ン トの認 識論 』（ Immanuel  
Kant ' s  Erkenntn iss theor ie  nach  ihren  grundpr inc ip ien  Analys ir t :  e in  Be i t rag  zur 
Grundlegung der Erkenntn iss theor ie .  Leopold Voss,  1879）の 冒頭 に書か れた 言葉か らで あ
る。 G A4 ,  S .5 6 .邦訳 8 7 頁。  
1 1）K an t . E ,  K r i t i k  d e r  r e i n en  V e rn u n f t ,  1 7 8 7  S .1 3 2 - 1 3 4 .  （篠 田  英雄 訳『 純粋理 性批 判』岩波 書 店、
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2 0 0 6 年、 1 7 5 - 1 7 9 頁） 。 「対 象が 認識を 構成 する」 とし た従来 の見 方から 、「 認識が 客観 的存
在 を 規 定 す る 」 と し た カ ン ト の 認 識 論 的 発 想 は こ の 意 味 で 「 コ ペ ル ニ ク ス 的 転 回
（ K o p er n i k a n i s ch e  We n d e） 」と 称さ れた 。  
1 2） a . a . O . ,  S .5 2 - S .5 5 邦訳 6 5 -7 3 頁 。  
1 3） カン トに よれ ば、 「経 験」 は、 わた した ちに 何か ある もの が事 実と して しか じか であ るとい
うこ とを 教え はす るが 、必 然性 や真 実や 厳密 な普 遍性 を与 える もの では ない 、と され た。 それ
は 、 帰 納 に よ っ て 想 定 さ れ た 相 対 的 な 普 遍 性 を 与 え る に 過 ぎ な い と 考 え ら れ た 。 a . a . O . ,  S .4 7 f . 
邦訳 5 9 -6 0 頁 。  
1 4） Dö r in g , A. ,  Üb e r  d e n  B e g r i f f  d e s  n a i v e n  R e a l i s mu s .  I n :  Ph i lo so p h i s ch e  M o n a t sh e f t e  Bd .  X X V I ,  
H e i d e lb e r g  1 8 9 0 ,  S .3 9 0   また 、こ の「 素朴実 在 論」と いう 言葉に は、 カント が、 事物が 意識 の
働きか けに かかわ りな く素朴 に存 在する と考 えてい るこ とも含 意さ れてい る。  
1 5） Tb 6 2 8 ,  S .2 9 
1 6） K an t , I . ,  1 7 8 7 .  S .2 1   邦訳第 2 版 序文 Ⅹ、 2 7 頁。  
1 7） Tb 6 2 8 ,  S .2 9 .  Kant ,1787 ,  S .1 2 f .  邦 訳第 1 版 序文Ⅴ 、 1 5 頁 。  
1 8） K an t ,  1 7 8 7 ,  S .5 8 邦訳 緒 言Ⅴ 、 7 2 -7 3 頁 。  
1 9） Tb 6 2 3 ,  ,S .6 8 
2 0） Tb 6 2 8 ,  S .2 6  
2 1） a . a . O . ,S .3 1  
22） Tb 6 2 3 ,  S .2 7  
23） a . a . O . ,S .3 0  
2 4） Tb 6 1 0 ,  S .7 3 -7 4   邦 訳 7 2 頁。 v g l . Ar i s to t e l e s ,  P h y s i k  A  1 8 7 a ,  S . 1 8 f .  
25） a . a . O . ,S .2 4 8 -2 4 9   
26）カ ント は形而 上学 に根拠 を置 く合理 論的 見方の 独断 的誤謬 をヒ ューム 論に よって 気づ かさ
れるこ とに なる。 ヒュ ームは 、 “ An  e n q u i r y  c o n c e rn i n g  h u ma n  u n d e r s t a n d in g ”（ 1 7 4 8：  Ch ap t e r  
o n  C au s e  an d  E f fe c t ,  H a c k e t t  P u b l i c a t i o n  C o .  1 9 9 3）の中 で、 推論 r e a s o n の対象 には 、 R e l a t io n  
o f  Id e a（観 念の関 係） と Ma t t e r s  o f  f a c t（事 実 の問題 ）が あると 規定 する。 前者 は、直 観的 で
あれ論 証的 であれ 確か である よう な主張 であ り、た んな る思考 操作 によっ て確 実なも のを 発
見する 数学 （幾何 ・代 数・算 術） が例と して あげら れる 。後者 の推 論は、 原因 と結果 の関 連
に基づ きア ･ポス テリ オ リな観 察・ 類比に よっ て見い ださ れるも ので あると され た。た だし 、
カント の物 自体同 様、 一般的 な原 因の原 因（ 究極の 源泉 ）には 到達 できず 、 わ たした ちの 好
奇心や 探究 から閉 め出 される とし た。  
27） Tb 6 2 8 ,  S .3 0  
28） Tb 6 2 3 ,  S .2 7  
2 9） Tb 6 2 8 ,  S .9  
3 0） a . a . O . ,S .1 2 
3 1） E b en d a . 
3 2） 第 一 章 で も 述 べ た が 、 シュ タイナ ーは 、 意志が 、本 能（ In s t in k t）、衝 動（ Tr i eb）、 欲 望
（ B e g i e rd e） 、動 機（ M o t i v）へ と高 まり 、道徳 的萌芽 であ る希望 （ Wu n sh）、 意図 ・決心
（ V o r s a t z） を経て 、高 次の意 志で ある決 意（ E n t s ch l u ß） ）に 至る とす る。  
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3 3） Tb 6 2 8 ,  S .1 2 
3 4） a . a . O . , S .5 1   H a r t ma n n , E . v . ,  D a s  G ru n d p ro b l e m d er  E r k e n n t n i s th eo r i e ,  1 8 8 9 ,  S .1  
3 5） a . a . O . , S .4 9   
3 6）シ ュタ イナー 派の 教育学 者シ ュナイ ダー , P .と反シ ュタ イナー 派 に立つ 教育 科学者 ウル リヒと
の論争 点で あった 「無 前提な 認識 論」の 内実 は、こ の「 認識前 提の 否定」 や「 思考の 無制 約性」
といっ た物 の見方 に依 拠する 。ただし 、シュタ イナー 論を 擁護す るシ ュナイ ダー , P .は 、こ れ らの
論拠に つい て認識 の問 題とは 別で あると 主張 してい る。しかし 、本 論 での考 察に 従うな らば 、シ
ュタ イ ナー の認識 論は まさに この「 開かれ た認 識」とい う見 方を承 認す ること によ って成 立す る
もので ある ことが 理解 される 。  
3 7） a . a . O . ,S .5 1 
3 8） a . a . O . ,S .5 7 
3 9） a . a . O . ,S .5 9 
4 0） a . a . O . ,S .5 5 
4 1） a . a . O . ,S .5 6 f . 
4 2） a . a . O . ,S .6 0  
4 3）カ ン ト 哲 学 に お い て は 、 d i e  i n t e l l e k tu e l l e  An s ch au u n g は 人間認 識 を越え た神 的な「 知的 直観」
を意味 する が、 シュ タ イナー にお いて はゲ ー テ的な 理念 認識 とし て の 高次 の 人 間認 識 を 意 味す
るため 、こ こで は シュ タ イナー の文 脈に基 づき 、「知的 観照 」と 訳す こと にする 。ま た、In tu t io n
は、通 常、 推論 を越 え た 本質 直観 を さ す「 直 覚」と いう 訳語 が用 い られる が、 シュ タイ ナ ーの
場合、 思考 の 連 続的 な 質的深 まり の先 に達 せ られる 高次 の内 観 作 用 を意味 する ので 、こ こ では
「直観 」あ るいは その まま 「 イン トゥイ ツィ オン 」 と訳 するこ とに する。  
4 4）シ ュタ イナ ーは 、 概念（ B e g r i f f） を、 そ れに従 って 知覚 のか か わりを 欠い た諸 要素 が ある統
一 へと 結 び つ け られ る よ うな 規 則 （ R e g e l） と 定 義づ け て い る 。そ の 見 方に 基 づ け ば 、因 果 関 係
（ K a u s a l i t ä t）は概 念と なる 。一方 、理 念（ Id e e）は 、よ り包括 的な 内容 を伴っ た概 念と規 定さ れ
る。有 機体 （ Or g a n i s mu s） は抽 象的 に把握 され た理念 の一 例とさ れる 。 a . a . O . ,  S .6 0   
4 5） a . a . O . ,S .6 2  
4 6） E b en d a .  
4 7） G A4 ,  S .1 8 0  邦訳 201 頁。  
4 8） Tb 6 2 8 ,  S .6 7         
4 9）シ ュタ イナー は、 ウィー ン工 業高等 専門 学校 に 進学 後、シ ュレ ーア（ S ch rö e r , K . J .） 教 授と
の出会 いに よって 、ゲ ーテ的 認識 論の研 究に 向かい 、の ち、ゲ ーテ 研 究者 とし ての才 能を 開
花させ る。 それは 、 2 1 歳のと き書 かれた 、キ ュルシ ュナ ー（ Kü r s ch n e r , J .）篇 『ド イツ 国民文
学叢書 』中 の、ゲ ーテ 『自然 科学 論集』 への 序文（ Ei n l e iu n g e n  zu  Go e th e s  
Na tu rw i s s en s ch a f t l i ch en  S ch r i f t en .  In :  Un t e r  d e r  L e i tu n g  v o n  Kü r s ch n er , J . :  D eu t s ch en  
N at io n a l l i t e r a tu r .  1 8 8 3 - 1 8 9 7） や、自 著『 ゲー テ 的世界 観の 認識論 要綱 （ G ru n d l in i en  e in e r  
Er k e n tn i s t h eo r i e  d e r  G o e th e s ch en  W el ta n s ch a u u n g）』（ 1 8 8 6）とし て結 実し、 ゲー テ研究 者と
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して高 い評 価を得 るこ とにな る 。  
哲学者・中 村雄二 郎も ま た、シ ュタ イナー によ る ゲーテ 自然 科学研 究を 高く評 価し 、今後 も
シ ュ タ イ ナ ー の 視 点 か ら の ゲ ー テ 研 究 を 発 展 さ せ る べ き で あ る と 主 張 し て い る 。 （ 中 村 雄 二
郎「 ゲー テ自然 学の 豊 かさ－「 かたち のオ デ ィッセ イ 」を書 き終 え て」『モ ルフ ォロ ギア ー －
ゲーテ と自 然科学 』第 1 2 号、ナ カニシ ヤ出 版、 1 9 9 0 年）  
5 0） GM ,  S .1 1 3 
5 1） Tb 6 2 5 ,  S .2 0 5 - S . 2 0 9  
5 2） Go e th e ,  J .  W. ,  N a tu r wi s s en s c h a f t l i ch e  S ch r i f t en .  B an dⅠ . 1 8 8 2 ,S .1 0 8 -1 1 3 .  In :  u n t e r  d e r  Le i tu n g  v o n  
Jo s ep h  Kü r s ch n e r , J . ,  D e u t s c h en  Na t i o n a l l i t e ra tu r . 
5 3） G A4 ,  S .1 9 7  邦 訳 2 7 6 頁。  
5 4） Go e th e ,  J .  W.  :  N a tu r wi s s en s ch a f t l i ch e  S ch r i f t en .  B an dⅢ . 1 8 9 0 ,S .2 7 5 f .  In :  u n t e r  d e r  Le i tu n g  vo n  
Jo s ep h  Kü r s ch n e r , J . ,  D e u t s c h en  Na t i o n a l l i t e ra tu r . 
5 5） Go e th e ,  J .  W.  :  N a t u r wi s s en s c h a f t l i ch e  S ch r i f t en .  B a n dⅡ . 1 8 8 7 , S .3 2 .  In :  u n t e r  d e r  Le i tu n g  v o n  
Jo s ep h  Kü r s ch n e r , J . ,  D e u t s c h en  Na t i o n a l l i t e ra tu r . 
5 6） E b en d a . 
5 7） Tb 6 2 5 ,  S .8 5  
5 8） シュ タイ ナー は、 本論 で述 べた よう に、 ゲー テが 理論 化で きな かっ た人 間の 「自 己認 識」の
うち にこ そ「 最高 のメ タモ ルフ ォー ゼ」 があ り、 その 内に 、自 由獲 得の プロ セス を見 てい くべ
きだ と主 張す る。 しか し、 同時 に、 シュ タイ ナー は、 ゲー テが 自然 認識 の枠 を越 えて 自己 認識
へと 至る 自由 への プロ セス を、 『メ ール ヒェ ン』 や『 ファ ウス ト』 とい った 文学 の内 に象 徴的
イメ ージ でも って 描き 出し てい る、 とも 指摘 して いる 。そ こに は、 具体 的に 、① 感覚 世界 から
の離 反と 再結 合、 ②感 覚世 界を 越え て超 感覚 的世 界へ とつ なが る必 要、 ③低 次の 自己 の死 滅、
④感覚 的世 界 との 一時 的離反 （ S t r ib  u n d  We r d e !： 死して なれ ！） 、⑤ 学識、 ⑥自 然認識 から 超
感覚 的世 界へ の道 、⑦ 思考 ・感 情・ 意志 の独 立的 総合 へと 高進 する 人間 形成 の図 式が 描出 され
てい ると いう 。こ れら の分 析に つい ては 、井 藤元 著『 シュ タイ ナー 「自 由」 への 遍歴 、ゲ ーテ
･シラ ー ･ニ ーチェ との 邂逅』」（京 都大学 学 術出版 会、 2 0 1 2 年）が 詳しく、その 書評と し ての
拙論が 教育 哲学会 『教 育哲学 研究 』 （ 第 1 0 7 号、 2 0 1 3 年、 2 3 3 - 2 3 9 頁）に 書か れてい るの で 参
照され たい 。  
5 9） Tb 6 2 9 ,  S .8 3   邦訳 8 2 頁。  
6 0）ホフマ ン , K .も また 、シ ュタイ ナー の人 智 学と当 時の シュプ ラン ガーに 代表 される 精神 科学的
教育 学と の比 較か ら、 シュ タイ ナー が高 次の 認識 領域 に置 いた もの を精 神科 学派 は宗 教原 理と
し て い る と 指 摘 し て い る 。 Ho f f ma n n , K . ,  D i e  A n h ro p o so p h i e  Ru d o l f  S t e in e r s  u n d “ M o d e rn e  
G ei s t e s wi s s en s ch a f t” ,  G i e ß en  1 9 2 8 ,  S .1 1  
  また 、シ ュプ ラン ガー 自身 の論 文「 宗教 の哲 学と 心理 学」 （ 1 9 4 7）に おい ても 、シ ュタ イナ
ーの 人智 学は 2 0 世 紀 にお ける 新ロ マン 主義 の展 開 の 一つ とし てと らえ られ 、そ の立 場が オカ
ルト 的な 力を 内面 世界 にお いて 表そ うと した とし て、 その 思想 の宗 教的 道徳 的側 面の 不備 が指
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摘され、そこ に同 じくゲ ーテ研 究者 を自認 する 両者の ずれ がみて とれ る。Sp r an g e r , E ,  P h i lo so p h i e  
u n d  P s yc h o lo g i e  d e r  R e l i g io n .  In :  B äh r , H . W.  ( H rs g . ) :  E d u a rd  S p ra n g e r  G e s a m e l t e  S ch r i f t en ,  
Tü b in g en  1 9 7 4 ,  S . 6 2  
6 1） G A4 ,  S .6 0 f . 邦訳 7 6 -7 7 頁 。  
6 2） G A4 ,  S .2 4 6 邦訳 2 7 5 頁。  
 
第五章  
１） シュ タイ ナー は『 自由 の哲 学』 にお いて 、素 朴実 在論 に立 つ認 識の あり よう につ いて 、「樹
木を 見る とき 、そ の樹 木が 見え る通 りの 姿で 、そ れぞ れの 部分 が示 す通 りの 色彩 で、 今見 てい
るその 場所 に立っ てい る、と 信じて いる」と 述べて いる（ G A4 ,  S .6 2 - 6 3  邦訳 7 9 頁）。つ ま り、
世界 は見 えて いる よう にあ りの まま に在 ると のみ 考え 、主 体の 側に おけ る実 在と の積 極的 な存
在論 的連 関を 想定 しな い立 場に 対し て素 朴実 在論 との 呼称 が付 され たの であ る。 とり わけ 、外
物の 実在 性を 疑い ある いは 否 定 して 認識 を実 質的 観点 から 主観 の所 産と する 経験 的（ 質料 的）
観念論 に対 してカ ント は疑義 を示 し 、空間 中に 認識さ れる 事物の 経験 的実在 性を 疑わな かっ た。
ただ し、 それ らの 事物 は、 物自 体と して 認識 され るの では なく 、現 象と 知ら れる にす ぎず 、わ
たし たち の経 験の 形式 的制 約の うち に構 成さ れ、 究極 にお いて 数学 や自 然科 学の 思考 操作 にみ
られ るよ うに 、ア ・プ リオ リに 把握 され ると 考え られ た（ 通常 、こ の立 場を 超越 論的 観念 論と
呼ぶ ）。 一般 には 、以 上の 意味 に加 え、 感覚 与件 は意 識の 内の 何か であ って 実在 では ない とす
るカン ト的 観点も 、「 批判性 」を 意 味す ると みられ てい る。  
２ ） わが 国で は、 井上 哲次 郎と ハル トマ ンと の関 係が 知ら れて いる 。井 上が ハル トマ ンに 依頼し
て、ハ ルト マン の推薦 でケー ベル（ R a p h a e l  vo n  K o eb e r： 1 8 4 8 -  1 9 2 3）が、明治 2 6 年 (1 8 9 3 )以 降、
東京 帝国 大学 で、 西洋 哲学 、美 学、 ギリ シア 語、 ラテ ン語 、ド イツ 文学 等を 教え たこ とは 有名
であ る。 また 、シ ュタ イナ ー思 想と の関 係で は、 シュ タイ ナー が影 響を 受け た神 智学 徒で もあ
るロシ アの 哲学者 ソロ ヴィヨ フ , W.がハ ルトマ ンの哲 学を とりあ げて いるこ とや、森鴎 外が ド イ
ツ留学 時に ハルト マン の哲 学 を経 由して シュ タイナ ー思 想にふ れた ことが 分か ってい る。  
３） G A4 ,  S .2 7 4  
４ ） H a r t ma n n , E . v . ,  Da s  G ru n d p ro b l e m d e r  E r k en n tn i s th eo r i e .  : e in e  p h a n o m en o lo g i s ch e  
Du r ch wa n d e ru n g  d e r  mo g l i ch e n  e r k en n tn i s th e o r e t i s ch en  S ta n d p u n k t e .  Le i p z i g  1 9 1 4 ,  S .1 6 - S .4 0  
５） Tb 6 2 8 ,  S .4 0 f .  
６） H ar t ma n n , E . v . ,  a . a .O . ,  S . 4 1  
７ ）a . a . O . ,  3 7    ハル ト マンは 、こう したシ ュ タイナ ーの 見解に 対し て、自身 の思 想と 、一 般 にい
われる「 超越 論的 観念 論」とは 立場 を異 にす る、と反 論す る。な ぜ ならば、「 超越 論的 観 念論」
にお いて は、 「経 験的 な規 定を 超え た 」 認識 形式 を観 念作 用の 内に 見い ださ ねば なら ず、 現実
の人 間意 識と 物自 体と の連 続性 が絶 たれ ると 考え たか らで ある 。シ ュタ イナ ーは 、こ うし たハ
ルト マン 自身 のリ プラ イを 受け 、実 際に 、『 自由 の哲 学』 の改 訂版 に、 かれ の認 識論 的立 場を
「超越 論的 実在論 」と 修正す るこ とにな る。  
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８） H ar t ma n n , E . v . ,  D i e  l e t z t en  F r a g e n  d e r  E r k en n tn i s th eo r i e  u n d  M e t ap h ys i k .  In :  D er  Z e i t s ch r i f t  f ü r  
Ph i lo so p h i e  u n d  p h i lo so p h i s ch e  K r i t i k .  Bd .1 0 8 .  1 8 3 7 ,  S .5 5 f f . 高橋 巌訳 『 自由の 哲学 』 （ 1 9 1 8 年
の改訂 版の 補遺 ） 2 9 3 頁 、 1 9 8 7 年 。  
９） v g l .  H ar t ma n n ,E . ,  P h i lo so p h i e  d e s  U n b e wu s s t e n .  1 8 4 2 -1 9 0 6 .  1 2 .  Au f l .  L e ip z i g , 1 9 2 3      
1 0） G A4 ,  S .7 5 邦訳 9 2 頁。  
1 1） a . a . O . ,  S .7 6 邦訳 9 3 頁。  
1 2） H ar t ma n n , E . v . ,  a . a . O . ,  S .5 5 -S .7 1 こう した 両者の 見解 の相違 点は 、論文 上に 公表さ れた 互い
の批 評か ら、 さら に論 点を 整理 する こと がで きる 。具 体的 には 、そ うし た議 論の 応酬 は、 シュ
タイ ナー がハ ルト マン 哲学 を意 識し て著 した 『真 理と 学問 』（ 1 8 9 2）な らび に『 自由 の哲 学』
（ 1 8 9 4）に 対す るハ ル トマ ンの 反論 （「 認識 論と 形而 上学 の究 極的 諸問 題」 『哲 学と 哲学 批判
誌』第 1 0 8 巻）として まず表 され、それを 受 けた、シ ュタ イナー に よる反 駁（ 1 9 1 8 年の『 自由
の哲学 』改 訂版の 補遺 ）とし てみ ること がで きる。  
1 3） a . a . O . ,  S .7 1  
1 4） G A4 ,  S .2 6 3 -2 6 4 . 邦訳 9 4 -9 5 頁 。     
1 5） a . a . O . ,  S .1 2 3 . 邦 訳 1 4 3 頁。  
1 6） a . a . O . ,  S .2 6 6 . 邦 訳 2 9 7 頁。   
1 7） a . a . O . ,  S .1 8 0 . 邦 訳 2 0 1 頁。  
1 8） Tb 6 2 8 ,  S .7 2 f .  
1 9） a . a . O . ,  S .8 2  
2 0） F i ch t e , J . G . ,  Üb e r  d e n  B e g r i f f  d e r  Wi s s en s c h a f t s l eh r e .  In :  J . G. F i ch t e  G e sa m ta u sg a b e ,  We r k e  B a n d  
2 ,  H r s g .  R e i n h ar d  La u th /  H a n s  J a co b ( H r s g . ) ,  F r i e d l i c h  Fo r m ma n n  V er l a g ,  1 9 6 5 ,  S .1 1 8  隈 元忠敬 他
訳『初 期知 識学』 （フ ィヒテ 全集 ・第 4 巻） 晢書房 、 1 9 9 7 年、 2 9 頁 。  
2 1 ） Fi c h t e , J . G . ,  G ru n d l a g e  d e r  g e sa m mt e n  Wi s s en s ch a f t s l eh r e :  a l s  H an d s ch r i f t  fü r  s e i n e  Zu h ö r e r ,  
Gr u n d r i s s  d e s  E i g e n t h ü ml i ch e n  d er  d e r  Wi s s en s ch a f t s l eh r e  i n  Rü k l s i ch t  a u f  d as  t h eo r e t i s ch e  
V e r mö g en  Le ip z i g :  B e i  C h r i s t i a n  Er n s t  Ga b l e r ,  1 7 9 4 ,  S .9 8    
2 2） a . a . O . ,  S .1 0 4    
2 3） a . a . O . ,  S .1 1 0    
2 4） Tb 6 2 8 ,  S .7 9 -8 0 .  F i ch t e , J . G . ,  E r s t e  E in l e i tu n g  i n  d i e  W i ss e n s ch a f t s l eh r e .  St u t t g a r t  1 7 9 7 ,  S . 1 8 6    
2 5） F i ch t e ,1 7 9 4 ,  S 3 3 1  
2 6） a . a . O . ,  S .3 4 9  
2 7） E b en d a . た だし 、フィヒ テの 場合、この 事行を 支え る「知 的直 観」は 主客 が分化 する 以前の
主客 未分 の前 反省 的意 識で あり 、具 体的 な認 識現 実に おい ては 第一 義的 な意 味を 有さ ない もの
とされ た。  
2 8） E b en d a .  
2 9） Tb 6 2 8 ,  S .7 8  
3 0） a . a . O . ,  S .8 5  
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3 1） E b en d a .  
3 2） a . a . O . ,  S .8 0  
3 3） G A4 ,  S .3 1 f .   邦訳 4 4 -4 5 頁 。  
3 4） Tb 6 2 8 ,  S .7 3  
3 5） a . a . O . ,  S .7 8  
3 6） E b en d a .  
3 7） a . a . O . ,  S .7 9  
3 8） a . a . O . ,  S .7 5   
3 9） a . a . O . ,  S .7 9  
4 0） a . a . O . ,  S .7 9 f .  
4 1） Tb 6 2 3 ,  S .1 8   邦訳 2 3 頁。  
4 2） Tb 6 2 8 ,  S .8 1  
4 3） Eb en d a .  In :  F i ch t e , J . G . ,  Ein l e i tu n g s vo r l e su n g en  in  d i e  W i s s en s ch a f t s l eh r e ,  d i e  t ra n s c en d e n t a l e  
Lo g i k  u n d  d i e  Ta t sa c h en  d e s  B e wu ß t s e in s .  V o r g e t r a g en  an  d er  Un i v e r s i t ä t  zu  B e r l in  i n  d en  J ah r en  
1 8 1 2  u .  1 3 .  Au s  d e m N a c h l a ß  h er a u s g e g eb en  vo n  F i ch t e , I . H .  Bo n n  1 8 4 3 ,  S  4  
4 4） Tb 6 2 3 ,  S .1 7  
4 5） ハー バー マス もま た、 ヘー ゲル が、 カン トの 超越 論的 統覚 とし ての 自我 意識 を自 らの 理論の
出発点 とし ながら も 、自 我 意識 を自 我の孤 独な 自 己反 省と してで はな く、はじめ から 、特 殊（ 個）
と 普 遍 （ 全 体 ） と の 弁 証 法 的 な 統 一 の プ ロ セ ス の う ち に 理 解 し て い た こ と を 指 摘 し て い る 。
Jü r g en  H ab e r ma s ,  Arb e i t  u n d  I n t e r a k t io n .  B e me r k u n g e n  zu  H e g e l s  J en en s e r  P h i lo so h i e  d e s  Ge i s t e s ,  
In  :  T e ch n i k  u n d  W i s s en s ch a f t  a l s  I d eo lo g i e ,  Su h r k a mp ,  1 9 6 9 ,  S .1 4 f .  
4 6）シュ タイ ナー のカン ト理解 につ いては 拙論「 シュタ イナ ー 教育 思想 の哲学 的基 盤（１）－「 哲
学的考 察の 原点」 とし てのカ ント 的認識 論」 『 H AB I TU S』（ 第 1 7 巻 、 2 0 1 4 年） なら びに 拙 論
「シュ タイ ナー教 育思 想の哲 学的 基盤（ ２）－「哲学 的考察 の原 点」と しての カン ト的認 識論」
『 H AB I TU S』（ 第 1 8 巻 、 2 0 1 5 年）  を 、シ ュ タイナ ーに よるゲ ーテ とハル トマ ンの理 解に つ
いては 拙論「 シュタ イ ナー教 育思 想の哲 学的 基盤－ ゲー テと E .ハ ル トマン の認 識論」『倫 理学
研究 』（第 2 4 号 、2 0 1 4 年）を、また 、シ ュタ イ ナーの フィ ヒテ理 解に ついて は拙 論「 シュ タ イ
ナー教 育思 想の哲 学的 基盤（ ３）－ フィ ヒテ の自我 論の 受容と 克服 」『 H AB I TU S』（第 1 9 巻、
2 0 1 6 年） を参 照の こと 。  
4 7） Tb 6 1 0 ,  S .2 5 4 - 2 5 5  邦訳 2 4 8 頁 。 I n :  H e g e l , G . W. F . ,  Vo r l e su n g en  ü b e r  N tu r ep h i l o s o p h i e ,  
Mi ch e l e t , C . L . ( Hr s g . ) ,  Bd . 7 ,  B e r l in  1 8 4 7 .  2 . Au f l .  Z u s a r t z  zu  § 3 7 6 ,  S .6 9 6 f .  
4 8） H e g e l , G . W. F .  Gr i e ch e i s c h e  P h i lo s o p h i e .Ⅱ .  P l a to  b i s  P r o k lo s .  Te i l  3 .  I n :  P i e r r e  Ga rn i ro n  /  Wa l t e r  
J a e s ch k e  ( Hr s g . ) ,  Vo r l e su n g e n  ü b e r  d i e  G e s c h i ch t e  d e r  Ph i lo so p h i e ,  F e l i x  M e in er  V e r l a g ,  H a mb u r g ,  
1 9 9 6 .（ G. W. F .ヘー ゲル『哲 学史講 義 』第 3 部「 ギリシ ア哲 学 Ⅱ  プラ トンか らプ ロクロ スま で」
P .ガルニ ロン・ W.ヤシ ュケ編、フェ リッ クス・マイナ ー出 版、ハ ンブ ルク、1 9 9 6 年。山 口誠 一、
伊藤功『ヘ ーゲ ル「 新プ ラトン 主義 哲学 」註 解  新版『哲 学史 講義 』よ り』知泉書 館 、2 0 0 5 年） 
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4 9） Tb 6 2 3 ,  S .1 5   邦訳 2 0 頁。 I n :  H e g e l ,  G . W. F . ,  Vo r l e s u n g en  ü b e r  d i e  G e s ch i ch t e  d e r  Ph i lo so p h i e .  
Mi ch e l e t , C . L . ( Hr s g . ) ,  We r k e , 1 5 .  B d 3 ,  B er l i n  1 8 4 4 ,  S . 9 5 f .  
5 0 ） Tb 6 1 0 ,  S .2 5 2 f .   邦 訳 2 4 6 頁 。 In : § 5 5 2  v o n  H e g e l s 《 En z y k lo p ä d i e  d e r  p h i lo so p h i s ch en  
W i s s en s ch a f t en》  
5 1） Tb 6 1 0 ,  S .6 4 . シュ タイナ ー に よれば 、こ うした 思考 は、さ かの ぼれば 、す でに古 代ギ リシ
ア哲学 のな かに見 いだ すこと がで きると され 、この 精神 を、哲 学の 歴史に おい て初め て高 度な
完成の 域に 到達さ せた 人物と して ソクラ テス の名 が あげ られる （ S .6 6）。 邦訳 6 5 0 頁 。   
5 2） a . a . O . ,  S .2 3   邦 訳 、 2 9 -3 0 頁。  
5 3） Tb 6 2 3 ,  S .1 8   邦 訳 、 2 3 頁。  
5 4） Tb 6 1 0 ,  S .2 3 8   邦訳 、 2 3 3 頁 。  
55） Tb610,  S .235f .  邦 訳 230 頁 。 In :Hege l ,  Enzyklopädie  der  phi l osophis chen Wissenscha f ten 
im Grundri sse ,1  te i l ,  L .Henning(Hrsg . ) ,  Die  Wissenscha f t  de r  Log ik .  Berl in  1843 .  In :  Hege l  
Werke ,  vo l l s tändigs  Ausgabe  in  21  Bänden ,6 .Bd. ,2 .  Auf l . ,§50 ,S.107  
5 6） Tb6 23 ,  S .252   邦 訳 28 -29 頁。  
57） a.a .O. ,  S .25 2   邦 訳 245 頁 。  
58） a.a .O. ,  S .37   邦訳 50 -51 頁 。  
59）こ こ で の 見 方 は 、教 育 思 想 史 学 会 フ ォ ー ラ ム（ 2003 年 ）に お け る 西 平 直 の 発 表「 人 間 形 成
に お け る 垂 直 軸 の 問 題 － 覚 者 は い か に 子 ど も の 教 育 に か か わ る こ と が で き る か 」 と 、 そ こ で
示 め さ れ た 井 筒 俊 彦 に よ る 「 東 洋 的 無 の 思 想 」 に 負 う と こ ろ 大 き い 。  
60） Tb610 ,  S .244 f f .   邦訳 239 頁。  
61） Tb623 ,  S .248f .   邦 訳 242 頁 。  
62） Tb625,  S .205 -S .209  
 
第六章   
１） Tb 6 2 3 ,  S .2 7 邦訳 3 6 頁。  
２ ） Tb 6 1 0 ,  S .7 3 f .   邦 訳 7 2 頁。 V g l .  Ar i s to t e l e s ,  P h y s i k  A  1 8 7 a ,  S . 1 8 f .   
３） Tb 6 2 3 ,  S .2 4 8 f .   邦 訳 2 4 2 頁。  
４ ） a . a . O . ,  S .2 7   邦訳 3 6 頁。  
５） G A4 ,  S .1 8 0 邦訳 2 0 1 頁。  
６） Tb 6 2 8 ,  S .9 -S .1 3  
７） B er n h ar d  K a l l e r t ,  D i e  E r k en n tn i s th e o r i e  Ru d o l f  S t e in e r s .  S tu t t g a r t  1 9 7 1 ,  S .1 0  
シュタ イナ ーは、 教育 の真諦 に 大 人自身 の「 自己認 識」「自 己教 育 」を据え る 。か れは、 そ
うした 認識 を、「実践 的な思 考」と呼 び、い くつか の講 演で紹 介し ている （ カ ール スルー エ講
演 Di e  B e an t wo r t u n g  vo n  We l t -  u n d  Le b en f r a g e n  d u r ch  An th ro p o so p h i e . ( GA 1 0 8 )、ベ ルリ ン講演 版
Wo  u n d  wi e  f i n d e t  ma n  d en  Ge i s t ? ( G A5 7 )、 1 9 9 8 年版は それ らにニ ュル ンベル グ講 演を含 めた 論
集）。これ らに は、シ ュタイ ナー が自ら の教 育思想 の根 幹に据 え、垂直軸 的な 主体変 容を 促進
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させる もの と考え た「 自己認 識」 の具体 的な 実践方 法 が 示され る（ P D,  S .1 8 -S .8 3）。 以下 に 、
その要 点を 示して みよ う。  
 一、 つぎ つぎと 生じ る出来 事の うちに 詳細 なイメ ージ を形成 する こと  
二、時々 刻々 と起こ る できご とに 対して、安 易に速 断・推 測する こ とを避 け、で きるか ぎ り精
確な表 象像 を描き 自己 のうち で熟 慮する こと  
三、恣 意的 な活動 する 「思考 」を 断念す るこ と  
四、自 身が 選び出 した ものに つい て、熟 考す るため の時 間をも つこ と  
五、わ たし たちを 取り 囲む生 活の 事物や 事実 に対し て、 興味を もつ よう努 める こと  
六、わ たし たち自 身の 活動を 意欲 と愛で 支配 するこ と  
七、黙 考に おける 満ち 足りた 気分 を見い だす こと  
  こう した 自己 トレ ーニ ング を継 続す るな かで 、わ たし たち は、 事象 をめ ぐる 表層 的な 事実連
関と して の明 証性 とは 別の 、事 象を 貫く より 深い 因果 連関 を内 的な 確か らし さと して 次第 に
実感 する こと がで きる よう にな ると され る。 しか も、 この よう な自 己認 識を 通し たホ リス テ
ィッ クな 因果 洞察 は、 自己 －他 者関 係の 深化 と必 然的 に連 動す る。 とい うの は、 この プロ セ
スを通 じて、他者 理解 に ついて も認 識視点 の変 化が確 実に 体験さ れる ことに なる からで ある 。
はじ めは 、他 者と の軋 轢に 際し て 分 断的 ・排 他的 な思 考や 感情 が心 を占 める が、 「縁 起」 的
な因 果理 解が 徐々 に進 むに つれ て、 自己 と他 者と の間 の不 調和 はい まだ 完全 に目 覚め てい な
．． ．． ．． ．． ．． ．． ．． ．． ． ． ．． ．． ．． ．
い自 らの 問題 であ るこ とが 自知 され る
．． ．． ．． ．． ．． ．． ．． ．． ．
よ うに なる 。そ うす ると 、他 者と のズ レや そこ から も
たら され る苦 しみ は、 自ら の不 十分 な思 慮や 不完 全さ を知 る契 機と して 、自 己尺 度の 更新 を
促す こと で、 より 深い 因果 洞察 へと 内省 的思 考を 導い てい くこ とに なる 。そ うし た外 部と の
関係 で自 己に 生じ る苦 悩や 葛藤 を克 服し よう とす るあ くな き内 省こ そが 、思 考の 本質 であ り
自由 の内 実と され る。 この よう に、 知の 主体 自身 の変 革 を 通し て、 知は 無知 に至 り、 いっ そ
う深 い自 知の 認識 体験 を得 るこ とに なる ので ある 。 （ 拙論 「シ ュタ イナ ー教 育に おけ る「 教
師の 自己 教育 」に つい て－ 文部 省在 外研 究報 告Ⅰ －」 『新 見公 立短 期大 学紀 要』 第 2 1 巻 、
2 0 0 0 年を 参照 ）  
   し かし 、変 成意 識や 無意 識に つい ての 研究 が進 む今 日に おい てす ら、 この よう なシ ュタイ
ナー 的自 己認 識と それ に基 づく 世界 観に 対し て、 日常 意識 を逸 脱し てお り、 そう した 高み か
らの 啓蒙 理論 には つい てい けな い、 とい う批 判が しば しば なさ れる （今 日、 認知 心理 学・ 精
神医学 の領 域では 、意 志とは 無関 係に無 意識 下で生 じる 侵入思 考（ In t ru s i v e  Th o u gh t s：雑念 ）
が心理 的病 理現象 にか かわる こと が実証 され ている 。D a v id  A .  C l a r k（ ed .）,  I n t ru s i v e  Th o u g h t s  
i n  C l in i ca l  Di so r d er s ,  N e w Yo r k / Lo n d o n ,  2 0 0 5 .） 。だが 、シ ュタイ ナー によれ ば、 人智学 的精
神科 学に 基づ く叡 智は 、自 己認 識と して の思 考を 介し て歩 みつ づけ るこ とで 追体 験可 能で あ
り、 人智 学的 な特 殊用 語で 語ら れる 世界 観の 記述 もま たそ の論 理性 とた しか らし さを 内的 に
実感 でき るよ うに なる とさ れる 。シ ュタ イナ ー研 究者 であ る西 平直 もま た、 この 自己 認識 体
験の有 効性 を謙虚 に示 唆して いる 。  
 「シュ タイ ナー につ いて語 るこ とには 、は じめか らた めらい があ った。… その 思想 の核 心で
- 131 - 
あ る『 秘 教 的 (エ ゾテ リ ッ ク )な 部 分 』 に 目が 届 い てい な い 。 …私 に は 、 シュ タ イ ナ ーの 語 る
『超感 覚的 次元』が十 分納得 でき ていな い。…そう した 私では ある が、…訓 練を 続け てゆ く
と異な る意 識状態 が訪 れるこ とま では、体験 的 に知っ てい る。そ して 、異なる 意識 状態に は、
世界が 異な る仕方 で姿 を現す であ ろうこ とも 、充分予 感し てい る。だから、シュ タイ ナー の
話が、どん な に 日常意 識の常 識と 違って いて も…専 門的 な訓練 を続 けてゆ けば 、世 界が異 な
る姿を 現し てくる こと は間違 いな いと思 って いる」（西 平直『シ ュ タイナ ー入 門』講談 社 現
代新書 、 1 9 9 9 年、 1 9 3 - 1 9 6 頁）。  
８） Tb 6 2 3 ,  S .2 8 - S .3 1   邦訳 3 7 -4 2 頁 。  
９）2 0 0 3 年 の教 育思 想 史学会 フォ ーラム にお いて西 平直 は、「人間 形 成にお ける 垂直軸 の問 題－
覚者は いか に子ど もの 教育に かか わるこ とが できる か 」と いうテ ーマ でこの 問題 をとり あげ た。
議論 の軸 とさ れた パラ ダイ ムは 、禅 の実 在体 験（ 存在 論的 浄化 過程 ）を 理論 モデ ル化 した 井筒
俊彦 によ る「 東洋 的無 の思 想」 であ った 。こ こで は、 神秘 主義 的な 「個 と普 遍の 合一 過程 」が
「垂 直軸 」の 発達 視点 （未 分節 →分 節→ 無分 節［ ゼロ ・ポ イン ト］ →二 重見 ）の もと に構 造的
に語ら れ、今 日的 な妥 当性が 議論 された 。筆 者が、 2 0 0 6 年の 学会 コ ロキュ ウム「 シュ タイ ナー
教育 思想 の現 代的 意義 を問 う」 （今 井重 孝、 西平 直、 衛藤 吉則 、矢 野智 司） で伏 線に 置い たも




」 を問 うこ とが 主眼 であ った 。成 果論 文と して 、「 「垂 直軸 」の 人間 形成 モデ ルと
しての シュ タイナ ー教 育思想」教育 思想 史学 会編『近 代教 育フ ォー ラム』（ 16 巻、2007 年 、165
－ 168 頁 ）があ る。    
10）神秘 主義 とは 、井 筒に従 えば 、「プ ロテ ィヌス の言 うよう に 、「た だ独 りなる 神の 前 に、人
間がた だ独 り 」立つ こ とによ って はじま る 。そして「た だ独 りな る 神 」は 人間 を無 限に 超越す
るとこ ろの 遠き神 であ ると同 時に、人間に と って彼 自身 の心の 奥処 よりも さら に内密 な近 き神
である 。… この 両極 の 間に張 り渡 された 恐る べき緊 張の 上に 、い わ ゆる人 間の 神秘主 義的 実存
が成立 する 」（ 井 筒俊 彦『井 筒俊 彦著作 集１  神秘 主義 哲学』中 央 公論社 、 1 9 9 1 年）、と 説明
される 。  
1 1） Tb137 ,  S .6 6 -S .8 5    
1 2） 中沢 新一 も、 「存 在の 解体 」の こう した リア リテ ィの 内観 的で 創造 的な 探究 方向 を脱 構築哲
学に寄 与す るポス トモ ダンの 一つ の見方 であ ること を指 摘して いる 。中沢新 一「創 造の 出発 点 」
『井筒 俊彦 著作集 １  神秘主 義哲 学』付 録、 中央公 論社 、 1991 年、 5-8 頁。  
1 3） Wil b er , K . ,( ed .) , Th e  Ho lo g ra p h i c  Pa ra d ig m  a n d  Oth e r  Pa ra d o x e s .  E xp lo r in g  th e  L e a d i n g  Ed g e  o f  
S c i en c e ,  Bo s t o n / Lo n d o n  1 9 8 5 ,  p .4（ K.ウィ ルバー 編、井 上忠 他訳『 空像 として の世 界』青 土社 、
1 9 9 2 年、 1 5 頁） 。  
1 4）カプ ラ ,Ｆ．(C ap r a ,  F r i t j o f)に よる『 タオ 自然 学 (Th e  Ta o  o f  Ph y s i c s :  A n  E x p lo r a t io n  o f  t h e  P ar a l l e l s  
B e t we e n  Mo d e rn  P h ys i c s  an d  E a s t e r n  M ys t i c i s m )』 (1 9 7 5)や パラダ イム 転換の 理論 ならび にケ ン
・ ウ ィ ル バ ー (Wi lb e r , K e n)に よ る 意 識 の 進 化 論 に 基 づ く ト ナ ラ ン ス パ ー ソ ナ ル 心 理 学 も ま た こ
うした 理論 を根拠 とし ている 。 Wil b er , K . ,  Th e  S p e c t ru m o f  Co n s c io u sn e s s ,  Qu e s t  Bo o k s  1 9 7 7 .  吉
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福伸逸 /菅 靖彦 訳『意 識 のスペ クトル 1・ 2』春 秋社 、 1 9 8 5 年 。  
1 5） ここ では 、バ ティ スタ が生 気論 、機 械論 との 比較 から 示し たホ リズ ムの パラ ダイ ム（ 存在論
：一 元論 、認 識論 ：相 互作 用、 方法 論： 類比 的、 因果 性： 確率 論的 、分 析性  ： 構造 的、 動力
学 ： 負 エ ン ト ロ ピ ー ） を あ げ た 。 B at t i s t a . J .R . ,  Th e  Ho lo g r ap h i c  M o d e l ,  H o l i s t i c  P a r ad i g m,  
In fo r ma t io n  Th eo r y  a n d  Co n s c io u sn e s s .  In :  Wi l b e r , K . ,( ed .) ,Th e  Ho lo g ra p h i c  Pa ra d ig m  a n d  Oth e r  
Pa ra d o x e s .  E xp lo r i n g  th e  L ea d in g  Ed g e  o f  S c i en c e ,  Bo s to n / Lo n d o n  1 9 8 5 ,  p . 1 4 4   ウィル バー ， K．
編、井 上忠 他訳『 空像 として の世 界』青 土 社 、 1 9 9 2 年 、 2 6 6 頁 。  
1 6） Ebenda. (Bat t is ta ,J .R. )   邦訳 267 頁。  
1 7） a . a . O . ,  p .1 4 5   邦 訳 2 6 7 - 2 6 8 頁 。  
1 8） a . a . O . ,  p .3   邦訳 1 3 頁。  
 
おわりに  
１） シ ュタ イナー は、 『真理 と科 学』に おい て、「 認識 問題の 定式 化とは 、認 識論の 特性 を、完
全に前 提の ない学 問と して、 厳密 に正当 に評 価する こと である 。」 （ Tb 6 2 8 ,  S .2 7）と述 べ て
いる。  
２ ）本 論文 の今後 の課 題につ いて 述べて みた い。本 博士 論文で は、 不毛な 論争 にさら され るシュ
タイナ ー教 育思想 につ いて、 読み 解きの 鍵と なる学 理論 地平を 示す こ とで 、分 断され た理 論と
実践の 架橋 する新 視角 を提供 する ことに 幾分 かでも 貢献 できた もの と考え る。 ただし 、本 論文
の基本 的な アプロ ーチ は、シ ュタ イナー の神 秘主義 的記 述を通 さず 、神秘 主義 のもつ 哲学 的意
味を哲 学自 身の問 題と して考 究す るもの であ った。 それ ゆえ、 考察 対象を シュ タイナ ーに よる
「認識 論哲 学の構 築期 」に限 定し 、かれ の神 秘主義 的著 作や中 ・後 期の哲 学著 作につ いて は、
必要に 応じ て参照 ・引 用した もの の、詳 細な 検討を 加え ること がで きなか った 。より 厳密 に、
時系列 的な シュタ イナ ー認識 論の 変容と 多面 的な構 造を 把握す るた めには 、さ らに、 『哲 学の
謎（ Di e  R ä t s e l  d e r  P h i lo so p h i e）』 (1 9 1 4 )の分 析 （シュ タイ ナーは 、『 ゲーテ 的世 界観の 認識 論
要綱』 の再 版に際 して 、新版 の序 文に、 「ゲ ーテ的 世界 観の認 識論 として ､この 著作 で以 前 概
略を述 べた ことは 、 4 0 年前で ある もかか わら ず、同 様の 仕方で 、今 日に語 るこ とは私 には 必
要であ るよ うに思 われ る」（ Tb 6 2 9、 S .1 2）と 述べて いる が、こ の 内 容は、 『哲 学の謎 』に お
いて発 展的 に記述 され ている とも 記され てい る） や 、シ ュタイ ナー がとり わけ 注目し たマ ック
ス・シ ュテ ィルナ ー（ S t i rn e r ,  M a x）、 ニーチ ェ ( Ni e t z s ch e ,  F r i e d r i ch  Wi l h e l m)、ヘ ッケ ル
（ H a e c k e l ,E rn s t  H e i n r i ch  P h i l i p p  Au gu s t） 、ベル クソン （ B e r g s o n ,  H en r i - Lo u i s）、 プロ ティノ
ス（ P lo t in u s）、 トマ ス ・アク ィナ ス（ Aq u in a s ,  Th o m a s）、 さら には、 ヘルバ ルト （ H erb a r t ,  
Jo h a n n  F r i ed r i c h） 、シ ラー（ S ch i l l e r ,  Jo h an n  C h r i s to p h  F r i ed r i ch）、 ブ レンタ ーノ （ B r en t an o ,  
F r an z  C l e me n s  Ho n o r a tu s  H e r ma n n）、 シェ ーラ ー（ S c h e l e r , M a x） 、そ して中 江藤 樹、等 の個 人
思想の 研究 が必要 とな るもの と思 われる 。加 えて、 こう した認 識論 哲学の 研究 の深化 と同 時
に、今 回、 詳細に は言 及でき なか った神 秘主 義的な 記述 との理 論的 な整合 性へ の論及 につ いて
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も、シ ュタ イナー 教育 思想の 総合 理解の ため に、今 後、 必要な 研究 課題と なる ものと 思わ れ
る。  
３ ） P e r so n l i c h e s .  In :  D e u t s ch en  Leh r e r v e r e in s  ( H rs g . ) :  Di e  D eu t s c h e  S c h u l e .  2 9  J ah r g a n g ,  
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